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序 文

本報告書は，平成 5・7- 9年度県営農村活性化住環境整備事業に伴う上城詰城跡発掘調査報告

書です。

上城詰城跡は山全体が中世山城であり，平成 5年度に実施した確認調査で約30000吋の範囲に埋

蔵文化財が残存していることが判明しました。山城は規模も大きく遺構もしっかりしており，鹿児

島県でも有数の城で考古学上貴重なものとして開発行為に対し議論を繰り返し，平成 7年度に開発

計画の見直しも検討されましたが，住民の要望もあり緊急発掘調査が開始されることになったので

す。

調査では，県内でもめずらしい旧石器時代の遺構が検出されました。この遺構は何の目的で使用

されたものかは判明しませんでしたが，市来町を闊歩した旧石器時代人の貴重な足跡であります。

また，平成 8年度の調杏では県内でも初めてだという火縄銃の王が出土し，中世の戦いをほうふつ

とさせてくれました。今回の調杏は山城全体の一邪の調査であり，今後の開発行為により必要とさ

れる調査では，更なる貴重な発見が為されることでしょう。

このように，旧石器時代から中世に至る貴重な成果をまとめた本書が，多くの方々の文化財に対

する関心を高め，より一層ご理解いただき，更に今後の調査研究にご活用いただければ幸甚に存じ

ます。

また，本報告書を発刊するにあたり，発掘調査中や報告書作成においてご指導・ご協力いただき

ました関係各位に対し，深く感謝の意を表します。

2 0 0 0年3月

市来町教育委員会

教育長江口英雄
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＇ 報 告 書抄録

ふりがな うえんじょうつめんじょうあと

書 名 上城詰城跡

副 書 名 県営農村活性化住環境整備事業（大里地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 1 

シリーズ名 市来町埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ番号 第7集

編著者名 新町 正• 西久保敏彦

編集機関 市来町教育委員会

所 在 地 〒899-2192 鹿児島県日置郡市来町湊町3305番地 ff0996-36-3111 

発行年月日 2000年 3月

ふりがな ふりがな コード 調査面積

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

(rn: り
調査原因

うえんじょうつめんじょう かごしまけん 4636 3・4 31度 130度 上城詰城跡確認調脊 227m2 県営農村活性
上城詰城 鹿児島県

ひおきぐん
43分 17分 1994.06.07 化住環境整備

日置郡 1 2 48秒 35秒 1994.06.25 事業大里地区

いちきちょう 第1次全面発掘調登 13, 000m2 に伴う埋蔵文
市来町

おおさと
1995.11.07 化財発掘調壺

大里 1996.03.26 

第2次全面発掘調査 13,000m2 

1996.06.07 

1996.12.20 

第3次全面発掘調奇 1, 500m2 

1997.09.18 

1998.03.20 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺物 特記事項

上城詰城跡 旧石器時代 土坑 台形石器・剥片
_________  ..., __  ,.,. ● 鴫.. . 幽~ー一―--------.. ・-------------------・--.. ------ .......... . ---』.___________ .,.._ .. 

縄文時代早期 竪穴式住居 土器・石鏃•石斧

晩期 土器
------------------------------------・-.... 呵.'. --------・-----・-・--- -- ----・-・-・---・---・---
弥生時代中期 ピット 土器
・-・・-. ・------'.. ・-----囀~ 噸~ ―- -----...... ... _______ . . - -------・ ------疇ー ------" -.... ----------

中 世 ピット，土坑， 土師器・青磁・白磁

土墨____ .,________ ------
'"'__ ..,., ____'―--- . 一-・・・・-・・--・ - ----------・ 一---- ----・-------
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例 日

1. 本書は，県営農村活性化住環境整備事業（大里地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は鹿児島県伊集院耕地事務所の受託事業として市来町教育委員会が調査主体となり，

実施した。

3. 本書の執筆・編集等は，平成 5年度から 8年度までが新町が行い，平成 9年度は西久保が行な

った。

4. 遺物の実測・ トレースは主に新町・坂ロ・池之上が行い，拓本は松崎・児玉が行なった。遺物

の写真はH5-8年までは新町が， H9は西久保が行なった。

5 . 本書に用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

6 . 本書に用いた遺物番号は，発掘年度・土器・石器の種類に関係なく通し番号とし，挿図・図版

の番号と同一である。
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図版 2
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図版 3

平成 7年度遺構空撮
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図版 4

L・M・N・0-1・2・3区遺構空撮
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第 I章 確認調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

市来町教育委員会では，文化財の保存・活用を図るため各開発機関との間で事業区内の文化財の

有無及びその取り扱いについて事前に協議し，諸開発との調整を図っている。

この事前協議により，大里地区の住環境整備事業を行なう伊集院耕地事務所は，実施計画区内の

埋蔵文化財の有無について市来町教育委員会に照会した。市来町教育委員会は，実施計画区内に周

知の遺跡「上城・詰城」が存在することが判明したためその取り扱いについて，県教育委員会文化

課（当時）と協議をした。その結果，市来町教育委員会は，県教育委員会文化課の指導と県立埋蔵

文化財センターの協力を得て確認調査を実施することになった。

第 2節 調査の組織〈平成 5年6月7日～平成 5年7月2日〉

1. 所在地

2. 調査の目的

3. 調査の組織

調杏主体者

調査責任者

調査庶務

調査担当者

現場指導者

現場指導者

鹿児島県日置郡市来町大里

県営農村活性化住環境整備事業大里地区

1 T(lOmX 2 m) 

2 T(lOmX 2 m) 

3 T(lOmX 2 m) 

4 T(lOmX 2 m) 

市来町教育委員会

ク

// 

ク

ク

ク

県立埋蔵文化財センター

鹿児島短期大学

調査対象面積……30000m2

発掘面積… …約226.75m2

5 T(lOmX 2 m) 

6T(8mX2m) 

7T(8mX2m) 

8T(8mX2m) 

教育長

杜会教育課長

派遣社会教育主事兼杜会教育係長

主 事補

事

主任文化財主事

学 長

主

松

橋

吉嶺

奥之圏

新町

新

9T(llmXlm) 13T(9mXlm) 

lOT (9 m X 1 m) 14 T (5 m X 1 m) 

llT(4.5mX 1 m) 15T(4 mX 1 m) 

12 T (4 m X 1 m) 16 T (6 m X 1 m) 

崎

口 正

孝

己

梓

勝

正

東

木

晃

主
目

上

Vク

17T (5 m X4.5m) 

18T (4 m X 1 m) 

19T(4 mX 2 m) 

20 T (4. 5 m X 1. 5 m) 

※ 確認トレンチは，事業計画内を上城から詰城に向かって任意に設定した。
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第 3節調査の経過

確認調査は平成 5年6月7日～平成 5年7月2日の間に実施され，調査の経過については毎日の

日誌抄をもってかえる。

【日誌抄】

6月4日 プレハブ設置

6月7日 上城・詰城跡確認発掘調壺開始。

樹木伐採， 1-4トレンチ設定，掘り下げ。

6月8日 上城の土塁部分の伐採，詰城の伐採（道の確保）。午後より雨が激しい為，作業中止

6月9日 皇太子御成婚の為，休日。

6月10日 1-4トレンチの掘り下げ。詰城の伐採。無縁墓発見。詰城の縄張り探査。現代の旧

墓地跡確認。

6月11日 1トレンチ-4トレンチの掘り下げ。新らたに 5トレンチ設定。 トレンチ配置図作成

(200分の 1)。A-E杭設定。詰城の伐採。墓域確認。長期研修生 2人（松本町，喜

人町）本日より参加。

6月14日 2トレンチ， 3トレンチ， 5トレンチ掘り下げ。新たに詰城に 6-7トレンチ設定，

掘り下げ。午後より 9・10トレンチ設定。詰城の伐採。

6月15日 詰城の伐採。 11トレンチ-13トレンチ設定掘り下げ。午後 3時過ぎに雨が激しくなり

作業中止。

6月16日 雨の為，作業中止。室内整理。

6月17日 雨が激しく降りしきる中，鹿児島短期大学学長三木靖先生現場指導。残存状況が良く

規模も大きな山城であるとの教示。詰城の伐採。 11トレンチ-13トレンチ掘り下げ。

午後より作業中止。

6月18日 伐採のち， 14トレンチ， 15トレンチを新たに設定掘り下げ。レベル移動。

6月21日 4 -15トレンチ掘り下げ。

6月22日 雨のため，作業中止。室内作業。

6月23日 16-18トレンチ設定。 14-15トレンチ掘り下げ。

6月24日 空中撮影実施。 16-18トレンチ掘り下げ。 19-20トレンチ設定。

6月25日 雨の中，平板実測 (2・7・8トレンチ）を行なう。午後より作業中止。

6月28日 1・3 -5トレンチの掘り下げ。 3トレンチの遺物取り上げ (II-N層）。 3・9・

11・12・14トレンチの遺構配置図及び土層断面図作成。 15・16・20トレンチの精査。

2・3トレンチの埋め戻し。

6月29日 6・13・15-19トレンチの遺構配置図及び土層断面医作成。 3・7-9・11・12・14 

トレンチの埋め戻し。

6月30B 6・13・15-19トレンチの埋め戻し。 5トレンチの遺物取り上げ。 1・10トレンチの

土層断面図作成。午後より雨のため作業中止。

7月1日 雨のため，作業中止。

7月2日 4・5・20トレンチの遺構配置図， 土層断面図作成。 4トレンチの遺物取り上げ。

4・5・10・20トレンチの埋め戻し。
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第 4節 整理・報告書作成業務の組織

調査主体者

調査責任者

調査庶務

ク

ク

ク

市来町教育委員会

ク

ク

ク

ク

// 

調査担当者 // 

// 

教育長

社会教育課長

主幹兼社会教育係長

派遣社会教育 主事

主 任

主 査

主 事

江〇

宇都

吉田

宮 司

芹ケ野

新町

西久保 敏

雄

雄

史

弘

淑

正

彦

英

隆

裕

和

幸

〈整理作業員〉

児玉千香子，坂口ひろ子，松崎道子，池之上えみ子

く指導助言協力者〉敬称略

鹿児島短期大学学長 三木靖，鹿児島県立埋蔵文化財センター課長補佐新東晃一，中村

和美，文化財課上野原遺跡整備班 池畑耕一，太宰府市教育委貝会 中島恒次郎，金峰町教育

委員会宮下貴浩，
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第 2章 遺跡の位置及び環境

第 1節位置及び環境

市来町は日置郡の最北端に位置し，北は串木野市と接し，南から東には東市来町と接している。

東側は山地が多く，西側には吹上浜が広がっている。西側の八房川下流と南西の大里川下流には低

地が開けている 。この低地を囲むように小台地が存在し，その内の一つに上城詰城跡が築かれてい

る。すぐ隣の台地には鍋ケ城跡があり，郷土誌によると上城詰城は鍋ケ城の出城であったと考えら

れている。伝説では，源頼朝の子を卒んだ丹後局が薩摩に下向し， 当時市来地頭であっだ淮宗民部

大夫廣言のもとで子を育て，その子が後に島津家初代忠久になったとしている。上城詰城跡の隣の

台地に構築された鍋ケ城跡の頂上には， 今でも惟宗廣言の墓と伝えられている古い墓が立っている。

また，市来町には旧石器時代から近戦にかけての遺跡が数多く存在し，判明しているだけで63ケ所

の遺跡が周知されている。これらの遺跡は，様々な開発行為に伴い発掘調杏がなされている。

平成 6年に発掘調査がなされた戸崎原遺跡では，堀り込みのある集石遺構が検出され，平成 8年

度の上城詰城跡の発掘調査では台形石器を伴う上坑が 2基検出された。また， 平成 9年度に調査が

実施された瀧之段遺跡では，縄文時代草創期初頭の石鏃が土器や細石器とともに41本も検出され，

縄文時代草創期初頭の石鏃では，全国で最も多い検出数となった。また最近では，川上地区で多々

良製鉄跡も発見された。このように町内には貴重な遺跡が数多く 存在している。

表 1 上城詰城跡周辺の遺跡

遺跡名 所在地 地形 時 代 遺 物

1 佐保井東原遺跡 大里佐保井東原ほか 台地 中世 土師器・青磁

2 中尾東原遺跡 大里中尾東原ほか 台地 中世・近世 土師器・青磁・染付・掏器

3 大里田圃遺跡 大里大里田圃ほか 沖積地 弥生・古墳 弥生式土器・成川式土器

4 原ノ園原遺跡 大里原ノ園原ほか 台地 弥生・古墳・中世・近冊 土器・土師器・陶器

5 重伯城跡 大里重信上城 台地 弥生・中世 黒髪式土器・ 土師器

6 鍋ケ城跡 大里木場迫 台地 9 -13世紀 土師器・須恵器・青磁

7 本寺屋敷遺跡 大里本寺屋敷 畑地・墓地 古墳・中世・近世 成川式土器・ 土師器
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第 1図 周辺遺跡分布図
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第 3章確認調査

第 1節調査の概要

上城詰城跡の整備開発行為部分に，任意に20ケ所のトレンチを設定し，調査を行なった。トレ

ンチの幅は以下の通りである。

1 T (10m X 2 m) 2 T (10m X 2 m) 3T (10mX2m) 4T (10mX2m) 

5 T (10m X 2 m) 6T (8mX2m) 7T (8mX2m) 8T (8mX2m) 

9T (llmX2m) lOT (9mXlm) 11T(4.5mXlm) 12T (4 m X 1 m) 

13T (9 m X 1 m) 14 T (5 m X 1 m) 15T (4mXlm) 16T (6 m X 1 m) 

17T (5mX4.5m) 18T (4 m X 1 m) 19T (4mX2m) 20 T (4 . 5 m X 1. 5 m) 

第 2節標準土層

確認調査で深堀したのは，上城部分の特に 1トレンチと 4トレンチだけである。その他は，遺構

面及び遺物確認面での検出で終えている。

1・4トレンチ土層堆積状況

I 耕作土

茶褐色土層 旧耕作土

n 
黒褐色土層 中世・縄文晩期該当

皿
明黄橙色パミス アカホヤ火山灰二次堆積層

N 

淡褐色土層

V 

茶褐色粘質土層

VI 
淡茶褐色粘質土層 旧石器時代該当

VII 
シラス
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第 2図 トレンチ配置図
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第 3図 表採遺物

第 3節 各トレンチの概要

1トレンチ

2トレンチ

3トレンチ

I層より近世陶磁器・土器片， V層より縄文土器 4点出土。

I層より近世陶磁器・ 土器片， III層面に土坑（落ち込み）・ピット（柱穴）確認。

I層より近世陶磁器・土器片・石器（黒耀石）， N, V層より黒耀石 2点・縄文

土器（早期）数点出土。ピット（柱穴）確認。
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第 5図 11-20トレンチ

4トレンチ I層より近世陶磁器・土器片， II層より土師器・縄文土器（晩期） ．磨石。

5トレンチ I層より近世陶磁器・土器片・鉄滓， II層より土師器・縄文土器・鉄滓。

6トレンチ I11層面に土坑（落ち込み）・ピット（柱穴）確認。染付．青磁出土。

7トレンチ m層面に土坑（落ち込み）・ピット（柱穴）確認。

8トレンチ lil層面に土坑（落ち込み）・ピット（柱穴）確認。青磁片出土。

9トレンチ 空堀確認。陶器片 2点出土。

10トレンチ シラスまで検出。

11トレンチ 堀切確認。

12トレンチ 皿層面に土坑（落ち込み）・ピット（柱穴）確認。

13トレンチ シラス面まで検出。
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第 7図 トレンチ土層断面（二）

14トレンチ 堀切確認。

15トレンチ 溝確認。

16トレンチ 溝確認。

17トレンチ I層より近世陶磁器・ 青磁，W層上面に II層の落ち込み確認。

18トレンチ W層に溝確認。

19トレンチ シラス面まで検出。

20トレンチ 土塁・溝・土坑（落ち込み）・ピット（柱穴）確認。

第4節表面採集遺物（図 3)

1-2は1トレンチ表面採集遺物である。 1は陶器の口縁部である。口径27.6cmで口縁部に釉垂

れが見受けられる。 2は円盤状陶器片である。直径約 3cmである。 3・4は2トレンチからの表面

採集遺物である。両遺物とも土師器口縁部破片である。 3は口縁部が内彎気味で，器壁が薄い。焼

成は良好である。 4は口縁部が外反している。焼成は良好。 5--'--7は3トレンチからの表面採集遺

物である。 5は陶器で高台を有する碗である。唐津焼であろう。 6は土師器坪で，底部は糸切りで

ある。焼成は良好で，底部からの立ち上り部分に一段の稜線が認められる。胴部は内彎気味で器壁
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第 9図 トレンチ出土遺物

は厚い。 7は陶器で，小型の鉢であろう。口縁部平坦面に貝目跡が残る。 8は内外面に二重網目文

を施す肥前系の染付碗である。 9-12は4トレンチからの表面採集遺物である。 9は青磁碗で，釉

薬に貫入が見受けられる。 10は白磁皿で，見込みに重ね焼きの底部痕跡が残る。 11は青磁碗で見込

みに沈線が一条巡らされる。底部見込みは蛇の目凹形高台である。 12は11と同じく白磁皿で，高台

は扶り高台である。共に15冊紀の白磁である。 13は白磁碗で，口縁部は玉縁を呈する。玉縁部分は

折り重ねて作られており，極めて薄い。焼きも良好である。よく見ると釉薬にコバルトが見られる。

染付を意識した新しい玉縁口縁白磁かもしれない。

第 5節 トレンチ出土遺物（図 9)

14は 1トレンチ出土である。斜めに貝殻条痕文を施している。縄文時代早期に該当する土器であ

る。 15は3トレンチ出土の成川式土器である。恐らく甕の脚部であろう。 16-21は4トレンチ出土
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の遺物である。 16-20までは土師器である。 16・18・20は口縁部破片である。16は，口縁部が内彎

気味で器壁は薄い。 17は小皿で，底部は糸切りである。底部からなだらかに約45度の角度で立ち上

がっている。 18は口縁部付近に一段の稜線が認められる。器壁は藩めである。19は土師器底部片で，

柱状高台である。 20は甕のD縁部であろう。 21縄文時代晩期の土器で，頸部と口縁部の境に段がつ

いている。器面は丁寧に研磨されている。

平成 5年度 トレンチ出土遺物一覧表

図 喜釆 番遺門巧 出土区 層 種別 謡 種 門喜 息り 門 年 代 備 考

1 表 1 T 表 陶 器 甕 27.6 17世紀初頭

2 表 IT 表 円盤状掏器 、｛、木元 鉢

3 表 2T 表 土 師器 杯 8.3 

4 表 2T 表 土 師器 空一 9.8 

5 表 3T 表 白 磁 碗 4.9 

6 表 3T 表 土師器 杯 8.8 

3 7 表 3T 表 陶 器 小 鉢 17.3 17世紀初頭

8 表 不明 表 染付碗 碗 3.5 18世紀初頭 二重網目文
I ， 表 4T 表 青 磁 碗 11. 5 口縁部
I 

10 表 4T 表 白 磁 皿 4.1 15世紀 挟り高台

11 表 4T 表 青 磁 碗 5.3 

12 表 4T 表 白 磁 皿 4.8 15世紀 挟り高台

13 表 大手門 表 白 磁 碗 14.0 玉縁口緑

14 表 1 T 表 縄文土器 深 鉢 縄文時代早期 貝殻状痕文

15 15・26 3T II 成川式土器 甕 9.6 古墳時代 脚部

16 79 4T II 土 師器 杯 7.3 

17 96 4T II 土師器 小 皿 5.3 ， 
18 93 4T II 土師器 杯 11. 3 

19 104 4T II 土師器 柱状高台 7.6 9世紀後半

20 5 4T II 土 師器 甕 21. 2 

21 48 4T II 縄文土器 深 鉢 23.4 縄文時代晩期
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第 4章 平成 7年度発掘調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

平成 5年度に県営農村活性化住環境整備事業大里地区に伴い確認調査がなされた結果，計画区域

全域に中世の山城の遺構や，縄文時代の遺物等が確認された。再三の協議がなされたが，計画の変

更は町民の要望も強く出来ないため，市来町は市来町教育委員会に緊急発掘調査を依頼し，記録保

存の道を選んだ。平成 7年度を初年度として 5ケ年の計画により発掘調査を実施することとなった。

第 2節調査の組織 〈平成 7年11月7日～平成 8年 3月26日〉

1. 所在地 鹿児島県日置郡市来町大里

2. 調査の目的 県営農村活性化住環境整備事業大里地区

3. 調杏の組織

調査主体者 市来町教育委員会

調査責任者 /,, 教 云目 長 松崎 孝

調査庶務 // 社会教育課長 橋口正己

// // 社会教育課長補佐 宇都隆雄

// ケ 脈遣社会教育主事兼札会教育係長 木原健一郎

ケ /,, 主 事 補 奥之園 勝

調査担当者 /,, 主 事 新町 正

ケ 主 事 補 西久保敏彦

現場指導者 鹿児島短期大学 学 長 三 木 靖

調介対象面積…… 13 0 0 0 m2 

第 3節調査の経過

発掘調査は平成 7年J:l月7日～平成 8年 3月26日の間に実施され，調査の経過については毎日の

日誌抄をもってかえる。

【日誌抄】

011月7日（必-11月10日（金）

BC-1・2区より掘り下げ，遺構・遺物を多数確認。 1-2トレンチ設定。

011月13日（月）-11月17日（金）

BC-1・2区より掘り下げ，遺構・遺物を多数確認。平板測旦。

011月20日（月）-11月24日（金）

ABC-I・2区の掘り下げ。 1トレンチ拡張。 3・4・6・7トレンチ設定。 DE-2・3区
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設定掘り下げ。

011月24日（月）-12月1日（金）

湊・湊町老人クラプ見学。 1トレンチ精査および平板測量。 2・3トレンチ拡張，掘り下げ。鹿

児島市教育委員会出口浩氏来跡。

012月4日（月）-12月8日（金）

B-E-1-3区掘り下げ。 2・3トレンチ遺物取り上げ。歴史探訪サークル見学。 2・3トレ

ンチ拡張部掘り下げ。串木野市教育委員会濱田純一氏来跡。

012月11日（月）-12月15日位）

B-E-1-3区掘り下げ。 DEFG-1区遺構検出。県立埋蔵文化財センター新東晃ー氏指導。

012月18日（月）-12月22日（金）

DEFG-1・2区遺構検出。セクションベルトの土層断面清掃。

01月8日（月）-1月12日（金）

1 トレンチの土層断面図作成。 D-2 •3 区土層断面図作成。 FGH-1-3 区の遺構検出およ

び掘り下げ。県立埋蔵文化財センター戸崎勝洋・中村耕治・牛之濱修の各氏および鹿児島県考古

学会会長の河口貞徳氏来跡。

01月16日（月）-1月19日（金）

FGH-1-3区の遺構検出および掘り下げ。土坑の精査。 市来町文化財保護審議会開催。

01月22日（月）-1月26日（金）

FG-1区遺物取り上げ。土坑実測。学級OB会見学。C-H-1区土層断面図作成。

01月29日（月）-2月2日（金）

堀切の精壺。 FG-3区掘り下げ。弥生時代の Pit確認，掘り下げ。堀切プラン確認。 FG-3

区遺構精査。鹿児島短期大学学長の三木靖氏指導。

02月5日（月）-2月9日（金）

FGH-1-3区の Pit掘り下げ。 DE-1区遺構配置図作成。 ABC-1-3区 Pit実測。

EF-3区精査。

02月12日（月）-2月16日位）

EFGH-3区掘り下げ。 FG-1区遺構配置図作成。

02月19日（月）-2月23日（金）

EFGH-3区掘り下げ。 FG-2区遺物取り上げ・遺構配置図作成。 FG-3区遺構配置図作

成。 H-1・2区遺構配置図作成。堀切の掘り下げ。 D-2・3区セクションベルト精査。

02月26日（月）-3月1日（金）

堀切の掘り下げ。 A-H-1-3区までの遺構精査。

03月4日（月）-3月8日②

空中撮影実施。堀切の精査。 FG-4区遺構配置闊作成。市来町婦人会見学。道具の清掃。

03月11日（月）-3月15日（金）

堀切の掘り下げ。

03月18日（月）-3月22日(1it)

堀切の精査および写真撮影。

-30 -



第 5章 平成 7年度全面調査

第 1節地下レーダー探査

確認調査の結果，開発地域すべてに埋蔵文化財が確認できたが更に慎重を期すため，応用地質株

式会社に地下レーダー探査を依頼した。結果，多数の遺構の痕跡や堀切の深さなど観察できた。ま

た廓かどうか分からない削平地にレーダーを通し，遺跡かどうかの判別にも活用した。この結果を

もとに，遣構などが密集していた部分を中心に全面調査を開始することにした。グリットはllm毎

に設定し，南から 1・2・3・ 西から A・B・C・ の順に任意に設定した。しかし地下レーダーが

入らない小さな削平部分はトレンチを任意に設定し，確認をすることとした。

第 2節平成7年度確認調査の概要

平成 7年度は詰城部分の細かな確認をするために， 7つのトレンチを設定し，確認を行った。 1

-3・6-7トレンチで遺物の出土が見られた。その他のトレンチでは遺物遺構とも検出されなか

った。以下各トレンチ毎に概要を説明する。

1. 1トレンチ （図11・12)

1トレンチは長さ 12mに設定し，土層は表土の下が茶褐色土層で青磁片が 1点と図化できなかっ

たが土師器片が多数出土した。図化した青磁は碗で釉薬に貰入が見受けられる。体部下で張り出し

を持つ。（図15の22)

遺物が確認されたため， 1トレンチを更に拡張し調査を行った。その結果，廓であることが判っ

た。 一部深堀により，版築の状態が見てとれた。また，土留めとして使用したであろう木材の柱穴

が確認できた。

2. 2トレンチ（図13)

2トレンチは長さ 6mで， II層（茶褐色土層）から遺物が集中して検出された。その中の青磁

（図15・32)の一つには火を受けた痕跡が見受けられた。青磁は28~32・37である。28~30は口縁

部破片で， 30は口縁部から口唇部へかけてくの字形に外反している。 31は青磁の胴部破片で，鏑蓮

弁文が施されている。 23~27・33はすべて白磁である。 23・24は口縁部が玉状に膨らむ玉縁口縁白

磁碗である。玉縁の幅は約1.4cmである。 25は内面に櫛掻文を施す。 24と27は同一固体の可能性が

ある。 33は端反碗の口縁部付近の破片である。 26・27は白磁の底部片である。 26は高台が付き，見

込みは釉剥が施されている。 34~36は瓦器で，摺鉢である。 34は内面に薄く櫛掻き状の沈線を施す。

35も内面に櫛掻文を施すが，使用により研磨されている。 36は口縁部破片である。 37は青磁碗で細

形連弁文を外面に施す。見込みに，一条の圏線文を呈する。 38は陶器の甕であろう。外面に「O

稀」の刻印が見受けられる。 39は鉄製品で，刃物のようである。
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第10図 平成 7年度トレンチ配置図
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第17図 トレンチ内出土遺物（三）

3. 3トレンチ（図16)

3トレンチは長さ 7mで，遺物は II層（茶褐色土層）から出土した。 40は白磁碗で，口禿口縁で

ある。 41・44は青磁碗である。 41は口縁部破片， 44が底部破片である。 44は青磁碗の底部破片で，

釉薬には貰入が認められる。 42・43は染付碗で，見込みに二重の圏線文を施す。 43は見込みに釉剥

が認められる。

4. 6トレンチ（図16)

6トレンチは長さ 7mで，遺物は Il層（シラス混じりの茶褐色土層）から出土した。 45は内黒土

師器の碗で，底部破片である。高台は断面三角で，短い。 46も内黒土師器の碗で，口縁部は若干外

反気味である。器壁は厚い。 47は縄文時代早期の土器で，円筒系条痕文土器である。 48は青磁碗の

底邪付近の破片である。

5. 7トレンチ（図16・17)

7トレンチは長さ 7mで，遺物は Il層（シラス混じりの茶褐色土層）から出土した。 49は磨石で

ある。石材は安山岩である。 50は縄文土器で，文様等は見受けられないが胎土や色調などから縄文

時代早期の円筒系条痕文土器と思われる。 51-54は縄文時代の遺物で，すべて剥片である。石材は，

51・53・54が黒耀石で， 52が鉄石英である。 55は端反白磁碗である。口径は18cmである。 56-58は

内黒土師器碗である。 56・57は口縁部破片である。56は口唇部は内彎気味で，器壁は厚い。炭素の

付着は不良である。 57は口唇部が玉状に膨らむ。胴部に一段の稜線が付き，器壁は薄い。型造りの
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第18図 D-2区西壁土層図

可能性も指摘できる。炭素の付着は不良である。 58は高台は断面三角で，底部からの立上りに一段

の稜線が認められる。炭素の付着は不良である。

第 3節 縄文時代の出土遣物・遺構

1. 標準土層（図18)

調査区は最近まで， 一部墓として使用されていた部分があり，かなりの撹乱があった。（図19)土

層は耕作土の下に， Il層（黒褐色土層）があり，これが弥生時代から中世までの包含層で，その下

層の皿層より縄文時代の遺物が確認された。縄文時代の遺物遺構は平成 7年度の調査区の中で，ま

ばらに検出された。土坑が 5基，住居址と思われる遺構が 1基検出された。以下遺構ごとに説明を

行うことにする。

2. 縄文時代の遺構（図20-23)

SK-1は， F-1区から検出された。長軸は155cm, 短軸は107cmである。

楕円形を呈し，図化出来なかったが，埋土中には土器片が 3片，黒耀石製の剥片が 2片検出された。

SK-2は， G-2区から検出された。長軸は119cm, 短軸は65cmである。

遺物等は検出できなかった。
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SK-3は， H-2区から検出された。長軸は128cm, 短軸は72cmである。

遺物等は検出されなかった。

SK-4は， G-3区から検出された。長軸は103cm, 短軸は67cmである。

遺物等は検出されなかった。

SK-5は， H-4区から検出された。長軸は144cm, 短軸は77cmである。磨石が検出された。

今国検出された縄文時代の土坑は，一番大きい土坑がSK-1で，一番小さいのがSK-4であ

る。平均値は長軸は約130cm, 短軸は約78cmで， SK-3が最も平均に近い。士坑はすべて楕円形

を呈している。床面はほぽフラットで，立上りもなだらかに立ち上がっている。出土遺物の中で黒

耀石破片や土器片などが出土しているが，摩耗が観察され流れ込みであろう。磨石は完形品で，床

面近くから検出されており，この土坑の目的と何らかの関係があるものと推察できる。

SC-1は，縄文時代早期の住居址状の遺構である。長軸は278cm, 短軸は164cmで，埋土中より

縄文時代早期の円筒系貝殻条痕文土器片が検出された。

平成 7年度 縄文時代遺構計測表

図 遺構 出土区 縦(cm) 横 (cm) 深さ (cm) 出土遺物

SK-1 F-1 155 107 37 土器・黒耀石
20 

SK-2 G 2 119 65 30 

SK-3 H-2 128 72 23 
21 

SK-4 G-3 103 67 43 

22 SK-5 H-4 144 77 47 磨石

23 SC-1 H-2 278 164 42 土器

平成 7年度 縄文時代遺構内出土遺物一覧表

1 図 1番号1遺物番号 1 出土区 1 器種 1 石材 1長さ (cm叶幅(cm)I厚さ (cm)I重量(g)I 年 代 I備考

22 I 59 I NOl I SK~5 I磨石 I安山岩 I12.2 I 6.5 

第 4節 弥生時代の出土遺物・遺構（図24・25)

1 • 弥生時代の遺構

5.5 592 I縄文時代早期

弥生時代の遺構は， G-2• 3区に集中して検出された。すべて柱穴 (Pit) で，図24のP23・

25-27がそれである。 P23・25-27からはすべて弥生式土器が検出され，特に P26は Pit内に多量

の炭化物とともに唇状突帯文の弥生式土器が埋納されていた。弥生時代の遺構 (Pit) は他にもあ

るかも知れないが，遺物等が検出されなければ中世の遺構との区別がつかない。
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第25図 ピット内出土遺物

2. その他の遺物（図25)

61はP40からの出土で，旧石器時代の台形石器である。石材はチャートである。

62はP46からの出土で，礎石であろう。 両 Pitとも時代は不明である。
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平成 7年度 弥生時代遺構計測表

図 ピット 出土区 縦(cm) 横(cm) 深さ (cm) 出土遺物 備考

P 2 3 G-2 21 21 25 

P 2 5 G-3 20 22 21 
24 

P 2 6 G-3 31 32 37 土器 炭化物多量検出

P 2 7 G~3 32 21 12 

第 5節 中世の出土遺物・遺構

中世の遺構は土坑 7基，遺物が出土し中世と確認できた柱穴は， 36検出された。土坑の中には土

師器が11個も出土した遺構も検出された。遺構 (Pit) は調査区全面に拡がり，建物群を想

定出来る。土坑も Pitが付くものが確認され，以下の通り特記すべきものを取り上げた。

1 • 中世の土坑（図27-30)

SK-1は， C-1区から検出された。長軸は107cm, 短軸は45cmである 。遺構の一部に Pitが

ある遺構である。偶然重な ったものなのか不明である。遺物等は確認できなかった。

SK-2は， B-1区から検出された。長軸は154cm, 短軸は59cmである。土坑中より 土師器が

2片出土している。この土坑は Pitが土坑を切っている。

SK-3は， C-1区から検出された。長軸は116cm, 短軸は40cmである。土坑の末端に Pitが

掘られている。

SK-4は， C-1区から検出された。長軸は81cm, 短軸は46cmである。中世の土坑の中で一番

小さい土坑である。これも末端に Pitが掘られている。

SK-5は， C-2区から検出された。長軸は115cm, 短軸は27cmである。土坑の中に Pitが 3

個掘られている。これは Pitを構築する際に掘ったものであろう。

SK-6は， D-1区から検出された。長軸は136cm, 短軸は53cmである。これも土坑の末端に

Pitが掘られている。重複している Pitも見受けられる。

以上これら土坑の平均値は，長軸が118cm, 短軸が45cmである。これに最も近い遺構は， SK-

3である。土坑の末端に何のために Pitを設けたのか不明である。山芋の堀り方にも似ているが，

山芋のそれは山芋が付いていた痕跡が残っていたが，詰城跡の土坑ではそれが無く， また Pitも円

形である。更に SK-5の様に，土坑の中に 3つの Pitが掘られた例や， SK-6の様に Pitの掘

り直しをしている例などから何らかの目的を持って造られたのであろう可能性が考えられる。いま

の所は類例を待つしかない。

2. 特殊な遺構（図30・32)

〈発掘状況〉

S K-12は， H-1区から検出された。長軸は155cm, 短軸は54cmである。炭化物が混じ った埋

土中から， t不が 7' 皿が 4検出された。図30の通りである。土坑上部が少々削平を受けており数的

にはこれですべてかどうか判らない。筆者の偏見であり妥当であるか判らないが，図面でみれば右
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第27図 中世の遺構（一）

半分に杯が 3, 皿が 3分布しており，左半分に杯が4, 皿 1の配置である。土坑の左半分から出土

した杯は図32の65・69が底部面を上にしてすなわち伏せた状態で検出された。残り 2つの杯（図32

の67・72) は底部面を上にして埋納されていた。皿（図32の74) は壊れた状態で，まとまって検出

された。土坑の右半分から出土した杯は， 1つ（図32の66) が底部を上にして埋納されていた。図

32の75は66と底部を合わせるようにして要するに，底部を下にして検出された。もう一つ出土した
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杯（図32の68) は，独立して検出された。皿（図32の70・71・73) は70が底部を下にして置かれ，

その上に重ねるようにして73が検出された。 71は独立 して検出された。

〈遺物について〉

杯は65-69・72・75の 7つで，それぞれ同じ特徴が見受けられる。口径は順に13.8cm/13.8cm/

14.8cm/13. 7cm/13.8cm/13.8cm/13. 7cmで， 13.8cmに基準値があるようだ。また器形も口縁部は

丸みを帯び，底部から胴部にかけて緩やかに伸び胴部中央で屈曲し少し立上り気味に口縁部へと続

く。底部の角は丸みを持つ。皿(70・71・73・74)も底部角は丸みを持ち，約45度の角度で伸び口縁

部末端で少々外反する様だ。口径は順に8.7 cm , 7. 2cm , 7. 6cm , 7. 2cmで， 70が他の 3つに比べて大き

い。基準値は7.2cmにあるようだ。これら SK~12から出土した遺物の年代は， 67が耳皿風の器形

を呈しており，詰城の Pitや土坑などから玉縁D縁白磁碗や嬬反白磁碗，内黒土師器などが検出さ

れている点から， 12世紀の中頃から13世紀前初頭を想定している。

3. 中世の柱穴（図33・34)

すべて遺物が検出された柱穴だけ図化してある 。P1 -14・P 21・P 24・P 28・P 31-35・P 

40・P 43-55がそれである。

p 1はC-2区に位置している。 直径は22cmで深さ31cm, 土師器の杯（図35の76) が検出された。

この坪は口径9.3cmでSK-12から出土した杯と器形は同じである。 p2はD-2区に位置してい

る。直径は33cmで深さ32cm, 成川式土器の脚部が検出された。 p3はC-1区に位置している。直

径は26cmで深さ34cm, 端反白磁碗の口縁部が検出された。内面に圏線文及び櫛掻文を施す。 p4は

D-1区に位置している。直径は54cmで深さ65cm, 土師器底部が 2片（図35の79・80)検出された。

両遺物とも糸切底である。79・80ぱ焼成は不良で， S K-12から出土した遺物と似ている。底部は

糸切りであるが，ナデ調整を行なっている。 p5はE- 1区に位置している。直径は25cmで深さ

32cm, 土師器が出土している。p6はE-1区に位置している。直径は25cmで深さ35cm, 土師器が

出土した。 P5・6とも医化出来なかった。p7はE-3区に位置している。直径は26cmで深さ

34cm, 内黒土師器（図35の81)の底部が出土した。高台は断面三角で，器壁は薄い。炭素の付着は

良い。p8はE-3区に位置している。直径は23cmで深さ35cm, 土師器片と拳大の礫が出土した。

土師器は小片のため図化出来なかった。 p9はE-3区に位置している。直径は23cmで深さ30cm,

内黒土師器の口縁部破片（図35の82) と外面に緑色の釉薬を掛けた青磁の甕の破片が出土した。 82

は口縁部が内胄気味で，器壁は厚い。内面は横へらみがきである。 P10はE-3区に位置している。

直径は32cmで深さ35cm, 土師器破片と小礫が出土した。 土師器は小破片のため図化出来なかった。

p 11はE-3区に位置している 。直径は19cmで深さ21cm, 内黒土師器の口縁部破片（図35の83) が

出土した。 83は，口縁部が若干内髯気味で82の土師器と酷似している。 P12はE-3区に位置して

いる。直径は33cmで深さ50cm, 内黒土師器の口縁部破片（図35の85) と焼けた小礫が出土した。 85

は口唇部が細くなり，器壁は薄い。 P13はE-3区に位置 している。直径は35cmで深さ59cm, 土師

器の小片が出土したが，図化出来なかった。 P14はE- 2区に位置している。直径は26cmで深さ

25c、rn' 白磁碗の口縁部破片 （図35の84) が出土した。P21はF-3区に位置している。直径は24cm

で，深さ21cm, 土師器の小片が出土しているが図化できなかった。 P24はG-3区に位置している。

直径は36cmで深さ20cm, 土師器の小片が出土しているが図化できなかった。 P28はG-3区に位置

している。直径は24cmで深さ14cm, 土師器の口縁部（図35の86) が出土した。 P31はF-4区に位
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平成 7年度 土坑内出土遺物一覧表（一）

図 番号 遺物番号 出土区 種別 器種 口径(cm) 低径(cm) 器高(cm) 年 代 備 考

63 NO 2 SK-2 土師器 坪 12.4 
31 

土師器 杯64 NO 1 SK-2 15.l 

65 NO 1 SK-12 土師器 坪 13.8 5.5 3.2 13世紀初頭

66 NO 7 SK~1z 土師器 坪 13.8 7.2 4.4 13世紀初頭

67 NO 3 SK~ 12 上師器 杯 14.2 6.2 3.3 13世紀初頭

68 N015 SK-12 上師器 杯 13.7 6.3 4.3 13世紀初頭

69 N02 SK~ 12 上師器 :l不 13.8 7.3 4.2 13世紀初頭

32 70 NO 9 SK-12 上師器 小皿 8.7 6.3 l. 7 13世紀初頭

71 N017 SK~1z 土師器 小皿 7.2 5.3 1. 2 13世紀初頭

72 N04 SK-12 土師器 坪 13.8 6.2 4.7 13世紀初頭

73 NOlO SK-12 上師器 小 皿 7.6 5.9 0.9 13世紀初頭

74 NO 5 SK-12 上師器 小皿 7.2 5.7 0.9 13世紀初頭

75 N08 SK-12 上師器 坪 13.7 6.9 4.5 13世紀初頭

平成 7年度 ピット内出土遺物一覧表

図 番号 遣物香号 ピット 出土区 種別 器種 日径(cm) 底径(cm)器高(cm) 年代 備考

76 NOl p 1 C-2 土師器 杯 9.3 4.3 3.4 13世記初頭

77 NOl p 2 D-2 成1試土器 高 台 13.0 脚部

78 NOl p 3 C-1 白 磁 碗 15.8 12-13世紀 端反

79 NOl P4 D-1 土師器 縛底・ヘうナデ

80 N02 p 4 D-1 土師器 糸切底

81 NOl p 7 E-3 土師器 6.3 内焦

82 NOl p 9 E-3 土師器 15.6 内黒

83 NOl P 11 E-3 土師器 11. 5 内黒

84 NOl P 14 E-2 白 磁 碗 17.0 12-13世紀

85 NOl P 12 E-3 土師器 11. 6 内黒35 
土師器 :l不86 NOl P28 G-3 10.7 

87 NOl P32 D-1 白 磁 碗 16.2 12-13冊紀 玉縁口縁

88 NOl P 33 D-1 土師器 杯 11. 6 口縁部

89 NOl P34 D-1 土師器 杯 9.1 

90 N02 P34 D-1 土師器 小 皿 9.1 6.0 1.1 

91 NOl P47 H-4 土師器 小 皿 8.3 7.2 1.2 緑り後ナ噴塾

92 NOl P48 H-4 土師器 小 皿 7.9 6.7 1.4 秦きり悛ナ渭整

93 N03 P48 H-4 土師器 杯 16.3 

94 NOl P 52 H-5 白 磁 碗 6.0 12-13世紀 玉緑口縁

95 NOl P 53 H-5 白 磁 碗 16.7 12-13世紀 玉縁口緑
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図 遺 構 出土区 縦 (cm) 横 (cm) 深さ (cm) 備 考

SK-1 C-1 107 45 3 
27 

SK-2 B-1 154 59 3 土師器

SK-3 C-1 116 40 29 

28 SK-4 C-1 81 46 7 

SK-5 C-2 115 27 8 

29 SK-6 D-1 136 53 19 

30 S K-12 H-1 155 54 ， 土師器

平成 7年度 遺構計測表(-)

図 ピット 出土区 縦 (cm) 横 (cm) 深さ (cm) 備 考

p 1 C-2 22 22 31 土師器

p 2 D-2 33 24 32 土師器

p 3 C-1 26 24 34 白磁

P4 D-1 54 42 65 土師器

p 5 E-1 25 22 32 土師器

p 6 E-1 25 23 35 土師器

p 7 E-3 26 20 34 土師器

p 8 E-3 23 19 35 礫

p 9 E-3 23 22 30 陶器（甕？）

PlO E-3 32 25 35 礫

Pll E-3 19 18 21 土師器
33 

P 12 E-3 33 30 50 土師器

P 13 E-3 35 24 59 土師器

P 14 E-2 26 24 25 白磁

P21 F-3 24 20 21 土師器

P24 G-3 36 25 20 土師器

P28 G-3 24 19 14 土師器

P 31 F-4 22 19 36 土師器

P32 D-1 40 31 43 白磁

P33 D-1 41 28 58 土師器

P34 D-1 26 24 49 土師器

P 35 D-1 32 25 49 土師器
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P40 D-1 21 21 24 台形石器

P43 G-3 18 18 17 土師器

P44 F-1 70 29 55 土師器

P45 G-1 38 30 58 礎石

P46 G-2 29 27 28 礎石

P47 H-4 36 28 29 土師器

P48 H-4 20 18 26 土師器
34 

土師器•礫P49 H-4 22 20 22 

P50 H-5 24 24 39 縄文土器

P 51 H-5 24 21 63 土師器

P52 H-5 31 31 56 白磁

P53 H-5 20 20 11 白磁

P54 H-5 31 22 56 土師器

P 55 H-5 27 22 14 蛋白石

平成 7年度 ピット内出土遺物一覧表

図 番号 遺物番号 ピット 出土区 種別 器種 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 年代 備考

76 NOl p 1 C-2 土師器 坪 9.3 4.3 3.4 13世紀初頭

77 NOl p 2 D-2 咸!II式土苔 高 ムロ 13.0 脚部

78 NOl p 3 C-1 白 磁 碗 15.8 12~ 13世紀 端反

79 NOl P4 D-1 土師器 紗］底・ヘうナデ

80 N02 P4 D-1 土師器 糸切底

81 NOl p 7 E-3 土師器 6.3 内黒

82 NOl p 9 E-3 土師器 15.6 内黒

83 NOl Pll E-3 土師器 11. 5 内黒

84 NOl P 14 E-2 白 磁 碗 17.0 12-13世紀

85 NOl P 12 E-3 土師器 11. 6 内黒
35 

86 NOl P28 G-3 土師器 杯 10.7 

87 NOl P32 D-1 白 磁 碗 16.2 12-13世紀 玉縁口縁

88 NOl P33 D-1 土師器 杯 11. 6 口縁部

89 NOl P34 D-1 土師器 杯 9.1 

90 N02 P34 D-1 土師器 小皿 9.1 6.0 1.1 

91 NOl P47 H-4 土師器 小皿 8.3 7.2 1.2 鮭り後行請

92 NOl P48 H-4 土師器 小 皿 7.9 6.7 1. 4 終り後仔龍

93 N03 P48 H-4 土師器 均 16.3 

94 NOl P52 H-5 白 磁 碗 6.0 12-13世紀 至縁口縁

95 NOl P53 H-5 白 磁 碗 16.7 12~ 13世紀 玉縁口縁
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平成 7年度 FG-1区出土遺物一覧表

図 番号 遣物番号 出土区 層 種別 器種 口径(em)低径(cm)器高(cm) 年 代 備考

96 202 FG-1 II 白 磁 碗 12.0 12-13世紀 玉縁口緑

97 209 FG-1 JI 白 磁 碗 16.4 12-13世紀 鳴尉載尉杖

98 267 FG-1 II 白 磁 碗 13.6 12-13世紀 D蒻喝屈厨杖

99 314 FG-1 II 白 磁 碗 9.8 12-13世紀 口縁部

100 448 FG-1 II 白 磁 碗 10.1 日緑節躇反

101 221 FG-1 Il 白 磁 皿 9.4 口縁部

102 237 FG-1 II 白 磁 碗 9.3 12-13世紀 D縁部

103 402 FG~l JI 青磁 盤 34.3 15世紀

37 104 248 FG-1 II 青磁 碗 15.8 14-15世紀 日縁部•雷文

105 410 FG-1 Il 青磁 碗 10.9 14-15泄紀 口縁部

106 328 FG-1 II 青磁 碗 13.8 14-15泄紀 口縁部

107 231 FG-1 II 青磁 碗 15.8 14-15世記 口緑部•雷文

108 319 FG-1 II 青磁 碗 17.9 14-15世紀 口縁部

109 203 FG-1 Il 青磁 皿 7.0 底部

110 199 FG~l II 青磁 稜花皿 12.5 14-15世紀 口縁部

111 273 FG-1 JI 青磁 碗 15.1 14-15世紀 口縁部

112 249 FG-1 II 青磁 碗

113 495 FG-1 II 縄文士器 深鉢 縄文早期 貝殻条痕文

114 461 FG-1 JI 弥生土器 大甕 32.9 弥生中期

115 281 FG-1 JI 弥生土器 甕 弥生中期 日唇状突帯

116 387 FG-1 II 須恵器 甕

117 245 FG-1 II 土師器 杯 8.7 口縁部

118 468 FG-1 II 土師器 杯 8.9 

119 251 FG~l JI 
38 

土師器 小 皿 4.8 糸切底

120 241 FG-1 II 土師器 小皿 5.2 糸切底

121 550 FG-1 II 土師器 杯 10.6 

122 256 FG-1 Il 土師器 杯 13.8 口縁部

123 445 FG-1 II 土師器 小皿 6.4 糸切底

124 386 FG-1 JI 土師器 小 皿 6.2 4.7 l. 3 内外朱
I 

125 452 FG-1 JI 不 明 石板？

126 282 FG-1 JI 土師器 小皿 6.8 5.9 
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第29図 中世の遺構（三）

置している。直径は22cmで深さ36cm, 土師器の小片が出土しているが図化できなかった。 P32はD

-1区に位置している。直径は40cmで深さ43cm, 玉縁口縁白磁碗（図35の87) の口縁部が出土して

いる。 P33はD-1区に位置している。直径は41cmで深さ58cm, 土師器の杯の口縁部（図35の88)

が出土した。 88は，口縁部が内彎気味で胴部に一段の稜線が付く。 SK-12や p1の遺物と酷似し

ている。 P34はD-1区に位置している。直径は26cmで深さ49cm, 土師器の杯（図35の89) と小皿
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第30図 中世の遺構（四）
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O 5 cm 

~ 
第31図 遺構内出土遺物

（図35の90)の口縁部破片が出土した。両遺物とも SK-12や p1の遺物と酷似している。 P35は

D-1区に位置している。直径は32cmで深さ49cm, 土師器の小片が出土しているが図化出来なかっ

た。 P40はD-1区に位置している。直径は32cmで深さ49cm, 台形石器（図25の61)が出土した。

恐らく流れ込んだものだろう。 P43はG-3区に位置している。直径は18cmで深さ 17cm, 士師器の

小片が出土したが調査中に紛失した。 P44はF-1区に位置している。直径は70cmで深さ55cm, 土

師器の小片が出土しているが図化出来なかった。 P45はG-1区に位置している。直径は38cmで深

さ58cm, Pit床面に礎石が確認された。 P46はG-2区に位置している。直径は29cmで深さ28cm,

礎石が確認された。 P47はH-4区に位置している。直径は36cmで深さ29cm, Pit床面付近から土

師器の小皿（図35の91)が出土した。底部は糸切りで，ナデ調整を行なっている。内面も磨いてい

る。また底部角が突出している。 P48はH-4区に位置している。直径は20cmで深さ26cm, 土師器

の杯が 1片（図35の93), 土師器の小皿（図35の92) が 2片出土した。 92は糸切り後ナデ調整。ロ
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第32図 S K-12出土遺物
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第38図 FG-1区出土遺物（二）
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縁部は外反しており，底部角は突出している。 93は内彎気味で，焼成は不良である 。P49はH-4

区に位置している。直径は22cmで深さ22cm, 土師器の小片と礫が出土しているが図化出来なかった。

P50はH-5区に位置している。直径は24cmで深さ39cm, 縄文時代早期土器の小片が出土している

が図化出来なかった。恐らく流れ込みであろう。 P51はH-5区に位置している 。直径は24cmで深

さ63cm, 土師器の小片が出土しているが図化出来なかった。 P52はH-5区に位置している。直径

は31cmで深さ56cm, 玉縁口縁白磁碗の底部（図35の94) が出土した。 P53はH-5区に位置してい

る。直径は20cmで深さ11cm, 玉縁口緑白磁碗の口縁部破片（図35の95) が出土した。 P52の玉縁口

縁白磁碗の底部と P53の玉縁D縁白磁碗の口縁部破片は同一固体の可能性が考えられる。 P54はH

-5区に位置している。 直径は31cmで深さ56cm, 土師器の小片が出土しているが図化出来なかった。

P 55はH-5区に位置している。直径は27cmで深さ14cm, 蛋白石の原石が出土しているが図化出来

なかった。

4. F G-1区（図36-38)

FG-1区は平成 7年度調査区の南側に位置し，一段低い廓（平成 7年度の第 1トレンチ）との

連絡道があったことが壁面の観察でわかった。 FG-1区は他の区に比べて一段低くなっており，

遺物は黒色土層の埋土から検出された。

く白磁・青磁〉

96-102までが白磁で， 103-112が青磁である。 96は玉縁□縁白磁碗のD縁部で，口径は12cmで

ある。玉縁の幅は1.4cmである。少し緑色を呈す。 97は端反白磁碗で，内面には櫛掻文を施す。ロ

径は16.4cmである。緑色が少々入っている。 98は端反白磁碗で，内面には櫛掻文を施す。口径は

13. 6cmである。同じ端反白磁碗でも 98は97よりも器墜が厚い。 99も端反白磁碗である。他の端反碗

と比べて小型である 。100は端反白磁碗である。色調は黄色味を帯び，口径は10.1cmと小型である。

101は白磁の皿と思われる。口径は9.4cmである。102は端反白磁碗である。体部は露胎している。

口径は9.3cmである 。103は青磁の盤である。口径34.3cmである。104は青磁碗で，口緑部に雷文を

施す。 105は青磁碗で，口縁部に文様を施しているようであるがはっきりとしない。 106は青磁碗で，

口径は13.8cmである 。口縁部上部が外反している。 107は青磁碗で，外面に雷文を施す。口径は

15.8cmである。108も青磁碗である。口唇部が膨らみ， 口径は17.9cmである。109は青磁皿で，見込

みに釉剥が見受けられる。釉薬は高台部分まで施釉されている。 110は青磁輪花皿で，口径は

12.5cmである 。やはり口唇部部分は膨らむ。 111は青磁碗で，口径は15.1cmである 。これもやはり

口唇部部分は膨らむ。112は青磁碗の胴部である。やや透明感のある水色がかった釉薬を施釉する。

釉薬には貰入が見受けられ内面には一条の圏線文を施す。

く土師器その他の遺物〉

113は縄文時代早期の土器である。円筒形を呈し，外面に貝殻条の施文具による条痕文を施す。

114は弥生時代の大甕の口唇部破片である。口唇部平坦面は幅約 6cmを計り，口径は32.9cmである。

胎土に石英や小裸，長石などを多く含む。115は弥生時代の甕であろう 。胴部に唇状突帯文を一条

巡らす。胎土に石英や小礫，長石などを多く含む。 114と同時期の所産であろう。 116は須恵器の胴

部破片で器形ははっきりしない。外面に格子状の敲きを有する。 117は土師器の杯である。口径は

8.7cmである。焼成は良好で，器壁は薄い。 118は土師器杯の底部片である 。底部角は突出し，立上

りに一段の稜線が認められる。 119は土師器の小皿である。底部は糸切りで，器壁は薄い。 120は土
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師器の小皿で，底部切離しは糸切りである。焼成は良好で，底部角は突出している。内面はなでみ

がきである。 121は土師器坪の口縁部破片である。口縁部は内彎気味で， p1の遺物と酷似してい

る。 122は土師器杯の口縁部破片である。薄く丁寧に撫でられ焼成も良好である。口径は13.8cmで

ある。 123は土師器の小皿で，底部切離しは糸切りである。器壁は簿い。 124は土師器の小皿で，底

部切離しは糸切りである。口緑部は内彎気味で器壁は薄い。 125は粘板岩製の石器で，用途は不明。

割れた一側面以外は奇麓に研磨され整形されている。表面も側面と同様に研磨されているが，裏面

は母岩からの切離した状態のまま残っている。 126は土師器の小皿で，底部切離しは糸切りである。

第 6節小結

平成 7年度の調査では，古くは旧石器時代の遺物から縄文時代，弥生時代，鎌倉室町時代までの

人々の痕跡が確認された。以下各時代ごとにまとめてみることにする。

〈旧石器時代〉

平成 7年度の調査区では包含層が確認できなかったが， D-1区の P40から台形石器が検出され

ている。恐らく，今後調査を広げれば確認できると思われる。

＜縄文時代〉

平成 7年度の調査区にまばらに遺構等が確認できた。その中には住居趾状の遺構 (SC-1) も

ある。当該期は縄文時代早期で，新東晃ー氏の提唱する栢ノ原式土器，河口貞徳氏のいう前平式土

器が出土した。

〈弥生時代〉

町内では，山城等の丘陵地帯で弥生時代の遺物が今までに出土若しくは表面採集されていたが，

ここ上城詰城跡で初めて弥生時代の遺構が検出された。 Pit状の遺構の中に炭化物と共に弥生時代

中期の土器が検出された。

〈上城詰城跡時代〉

調査区全域に渡り，土坑， Pit等の遺構が検出された。特に SK-12は，土師器の皿や坪が一括

で出士し，その出土状態からして祭祀的な意味合いを持つ遺構であると思われる。この様な祭祀的

な意味合いを持つ遺構は，県内では金峰町の山野原遺跡で 2基検出されている。両遺構とも古代の

遺構であり中棋ではない。特徴として浅い掘り込みの土坑に杯や須恵器甕などが伏せてもしくはき

ちんと据えてあるのが特徴である。金峰町の例では 1基の土坑には上屋構造が有ったらしく， Pit

が確認されている。また，鹿屋の中ノ原遺跡でも Pitの中より完形の土師器が 2点出土し，報告書

によると地鎮祭に関わるものではないかと考察している。土師器はヘラ切りで，古代の祭祀遺構で

ある。県外では福岡市で祭祀的な意味合いを持つ遺構が多数検出されている。 1988年に刊行された

『福岡市埋蔵文化財調査報告書第184集』「都市計画道路博多駅築港線関係埋蔵文化財調査報告(II)
t専多」の701号 Pit(小土坑）とされているものも祭祀遺構（地鎮祭等）として報告されている。

浅い土坑中より折り重なるように土師器皿が11枚出土している。更に岩手県平泉町の柳之御所遺跡

でも地鎮具埋納跡としての遺構が検出されている。長辺95cm, 深さ30cmの長方形の土坑中より小型

のかわらけ八枚と，密教法具が納められていた。ここで改めて上城詰城跡の SK-12をみてみると，

浅い掘り込みの土坑中に杯や皿などが11点出土しており，他の例から考えると地鎖祭としての意味

合いが強いと考えられる。今後の資料の増加を待ちたい。遺物に関して言えば，内黒土師器，玉縁
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口縁白磁碗，端反白磁碗，口禿白磁碗，鏑連弁文青磁碗など十二世紀から十三世紀の遺物が数多く

遺構に伴って出土している。次にFG-1区を中心に十四世紀から十五世紀の遺物が出土している。

遺物には青磁が多い。その他少量ではあるが，十六世紀の遺物も出土している。

（参考引用文献）

1996 三浦謙ー『別冊歴史読本 城郭研究最前線』「柳之御所遺跡」

1988 カ武卓治・大庭康時『福岡市埋蔵文化財調査報告書第184集』「都市計画道路博多駅築港線関

係埋蔵文化財調査報告(Il)博多」

1988 荒牧宏行・田中壽夫『福岡市埋蔵文化財調査報告書第181集』「南八幡遺跡」

1990 新東晃一他『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(52)』「中ノ原遺跡(Il)・中原山野遺跡・

西原掩体遺跡」

1985 山崎純男『福岡市埋蔵文化財調査報告書第121集』「多々良込田遺跡IIl」

1995 宮下貴浩『金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書(7)』「山野原遺跡」
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第 6章 平成 8年度発掘調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

平成 5年度に県営農村活性化住環境整備事業大里地区に伴い確認調査がなされた結果，計画区域

全域に中世の山城の遺構や，縄文時代の遺物等が確認された。再三の協議がなされたが，計画の変

更は町民の要望も強く出来ないため，市来町は市来町教育委員会に緊急発掘調査を依頼し，記録保

存の道を選んだ。平成 7年度を初年度として 5ケ年の計画により発掘調査を実施することとなり，

平成 8年度も下記の期間で調査を実施することにな った。

第 2節 調査の組織〈平成 8年6月7日～平成 8年12月20E3〉

1. 所在地

2. 調査の目的

3. 調査の組織

調査主体者

調査責任者

調査庶務

ク

/,, 

調査担当者

/,, 

現場指導者

鹿児島県日置郡市来町大里

県営農村活性化住環境整備事業大里地区

市来町教育委員会

ク

ク

ク

ク

ク

ク

鹿児島短期大学

教 育長

社会教育課長

派遣社会教育主事兼社会教育係長

主 事

主 任

主事 補

学長

松崎

宇都

木原

奥之園

新町

西久保

三木

孝

雄

郎

勝

正

彦

靖

隆

健

敏

調資対象面積…… 13000m2

第 3節 調査の経過

発掘調査は平成 8年6月7日～平成 8年12月20日の間に実施され，調査の経過については毎日の

日誌抄をもってかえる。

［日誌抄】

06月7日(i:)-6月14日(i:)

草刈り。堀切精壺。平成 7年度調査遺構の清掃。

06月17日（月）-6月21日（金）

第一の堀切にミニトレンチ設定，掘り下げ。写真撮影。遺構の掘り下げ。 GH-7・8区掘り下

げ。

06月25日（月）-6月28日（木）
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GH-7・8区掘り下げ。旧石器時代の遺物出土。

07月1日（月）-7月5日倫）

雨が激しく，土砂が流失。対策のため土嚢積み。 GH-7・8区掘り下げ。

07月8日（月）-7月12日（金）

DE-12-14区掘り下げ。旧石器時代遺物出土。

07月15日（月）-7月19日（金）

D E-12-14区掘り下げ。黒耀石破片検出。

07月22日（月）-7 月 26 日~)

D E-12-14区掘り下げ。

07月29日（月）-8月2日（金）

DE-12-14区掘り下げ。火縄銃の玉検出。

08月5日（月）-8月9日（金）

DE-12-14区掘り下げ。

08月12日（月）-8月16日（金）

DE-12-14区掘り下げ。

08月19日（月）-8月23日（金）

GH-7・8区堀り下げ。旧石器時代の遺構検出。

08月26日（月）-8月30日（金）

G H-7 -10区掘り下げ。 GH-7・8区遺物取り上げ。火縄銃の玉の取材。

09月2日（月）-9月6日（金）

G H-9・10区 Pit掘り下げ。マスコミ取材。

09月9日（月）-9月13日（金）

F H-7 -10区掘り下げ。堀切精査。

09月17日（月）-9月20日（金）

F H-7 -10区掘り下げ。遺構検出。

09月23日（月）-9月27日（金）

堀切の土層断面精査。 FH-7 -10区までの遺構清掃。

09月30日（月）-10月4日（金）

F H-7 -10区掘り下げ。写真撮影。

010月7日（月）-10月11日（金）

F H-7 -10区掘り下げ。 Pit掘り下げ。

010月14日（月）-10月18日（金）

F H-7 -10区精壺。旧石器時代遺物出土。

010月21日（月）-10月25日（金）

F G-7 -10区精査。西側に縄文時代の遺物が確認される。

010月28日（月）-11 月 1 日~)

現場休み。

011月4日（月）-11月8日（金）

F G-7 -10区精査。旧石器時代の遺構検出。
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011月11日（月）-11月15日(]£)

FG-7-10区精査。旧石器時代の遺構掘り下げ。

011月18日（月）-11月22日（金）

旧石器時代の遺構を 2基確認，精査。

011月25日（月）-11月29日（金）

遺構実測図作成。

011月31日（月）-12月4日（金）

写真撮影。 FG-7 -10区精査。

012月7日（月）-12月11日面

FG-11区掘り下げ。縄文時代遺物出土。

012月14日（月）-12月20日僑）

FG-11区掘り下げ。現場指導を受ける。

第 4節 D E-12-15区およびG-7-10区の土層

これらの区は腐食土の発達が少なく，厚さ約10cm程度であった。表士下は，部分的に黒褐色粘

質土層が堆積し，これには中世の遺物が含まれる。 F-8区と E-13-15区にみられる。その

下層には茶褐色粘質土層がみられ，縄文時代早期の遺物を包含する。この土層はF-8区にみられ

る。その下層にはシラスの二次堆積の腐食土が発達した層（礫混じりの黄褐色砂質土層）があり，

旧石器時代の台形石器・ナイフ等が確認できた。

土 層

図

腐 食 土

黒褐色粘質土層

茶褐色粘質土層

黄褐色砂質土層
----------- ---------- .......... 

シラス該当

中世・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・土師器・玉縁口縁白磁等

縄文時代・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..前平式土器

旧石器時代・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・台形石器・ ナイフ
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第 7章 平成 8年度全面発掘調査

第 1節胴査の概要（第39図）

平成 7年度に調査を実施した区より北側を今年度は中心に実施することにした。グリットは 7年

度に引き続き使用することにした。今年度の調査区には地下レーダー探査により，堀切があること

が確認されている。地上でもその痕跡が見受けられた。また，その他の時代の遺物も多数検出され，

以下，時代ごとに説明することにする。

第 2節旧石器時代

旧石器時代の遺物・遺構は， G-7区-D-13区に集中して確認できた。包含層は暗茶褐色土層

下のシラスの腐食土である。遺構はシラスの上部付近まで掘り下げて確認した。以下，遺物・遺構

について述べることにする。出土遺物の中で，黒耀石は種類が複数あり，ここで便宜的に以下の 5

つに分類したいと思う。

〈黒耀石の種類〉

① 黒耀石A……黒色が強く良質の黒耀石

② 黒耀石B……灰色をしたガラス質流紋岩

③ 黒耀石C……黒みが強い灰色

④ 黒耀石D……透明で気泡の入った良質の黒耀石

⑤ 黒耀石E……透明で黒い筋の入った良質の黒耀石

⑥ 黒耀石F……飴色をした半透明の良質の黒耀石

1. 旧石器時代の遺物（第44・45図）

旧石器時代の遺物は，シラスの二次堆積層の上部腐食土から出上している。 131-134は大型のナ

イフである。 131-133はすべて DE-12・13区より出土した。 134はD-11区からの出土である。

大きさは131が 3cmで， 132は4.5cmで133は3.5cmである。石材は131・132が黒耀石Aで， 133がガラ

ス質流紋岩（黒耀石B), 134は透明で気泡があり良質の黒耀石Dである。 131は基部及び左側縁部

に調整が施され，右側縁部を刃部にしている。 132は左側縁部は自然面を残し，基部及び先端部の

一部を調整している。 133は，左側縁部の調整で終わっている。 134は，基部を残すだけで，その外

は欠損しているため確認できないが基部について言えば細かく調整がなされている。 135-141はす

べて台形石器である。長さは一番長いのが 2cmで138で，一番短いのが1.4cmで141である。石材は

135-136が頁岩で， 137は蛋白石， 138-139・141はすべて黒耀石である。また140はチャート製で

ある。 138は黒色の良質の黒耀石Aで， 139・140は透明で気泡がある良質の黒耀石Dである。 135は

左側縁部だけの調整に留めている。 136は素材剥片の打点部分を左側縁に用い，調整は左右とも行

なわれ，刃潰しを行なっている。 137も左右側縁部に調整がなされ，刃部の一部は欠損している。

138は細長い形をした台形石器で，左右とも調整がなされている。 139は素材剥片の打点部分を利用
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第42図 SK-9出土遺物

した石器で，ここでは台形石器に入れたがナイフの可能性もある石器である。左右の側縁部は調整

がなされている。 140も左右側縁部に調整がなされている。刃部が欠損している。 141は撥形をした

台形石器である。左右側縁部に調整がなされている。 142・144・145はスクレイパーである。石材

は142がガラス質流紋岩で黒耀石B, 144・145がチャートである。 142は左側縁部に調整がなされ，

右側は自然面を残す。 144は自然面に一郁調整がなされている。 145は自然面を残す剥片の右側縁部

に調整がなされている。 143は楔形石器で，石材は黒耀石Bである。 146は剥片で，石材は薄くすじ

の入った半透明の黒耀石Eである。 147は石核で，石材は黒耀石Bである。長辺の一端から細い剥

片を剥いでいる。細石刃核の可能性もある。また， 148・149の様に細石刃ともとれる剥片が出土し

ている。両破片とも黒耀石Bである。

平成 8年度 旧石器時代出土遺物一覧表

図 番号 雷胃 出土区 層 種別 器種 尺り門門 璽量 年 代 備 考(g) 

131 617 DE-12・13 II ナイフ 黒耀石 3.0 1. 6 0.7 3 旧石器時代後期 心形ロ
元日H

44 132 636 DE-12・13 II ナイフ 黒耀石 4.5 1. 8 1.1 8 旧石器時代後期 完形品

133 649 DE-12・13 II ナイフ 朽耀諒習 3.5 2.0 0.7 4.8 旧石器時代後期 完形品
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134 906 D-11 II ナイフ 黒耀石 2.2 2.2 0.8 4 旧石器時代後期 欠損

135 878 G-8 III 台形石器 頁岩 2.2 1. 4 0.5 2 旧石器時代後期 刃昴一音砂欠捐

136 一括 G-8 III 台形石器 頁岩 1. 7 1.4 0.2 0.8 旧石器時代後期

137 869 G-9 III 台形石器 蛋白石 1. 9 1. 2 0.3 1 旧石器時代後期 刃部欠
44 

138 947 E-9 II 台彩石器 黒耀石 2.0 1.0 0.5 1 旧石器時代後期 完形品

139 717 DE-12・13 II 台形石器 黒耀石 1. 6 0.6 0.4 0.2 旧石器時代後期

140 796 DE-12・13 II 台形石器 チャート 1. 2 0.9 0.2 0.1 旧石器時代後期 刃部欠

141 747 DE-12・13 II 台形石器 黒耀石 1.4 1.1 0.3 0.3 旧石器時代後期

142 652 DE-12・13 II スクレイパ— 朽精i紋閤 5.2 4.5 2.1 53 旧石器時代後期

143 602 DE-12・13 II 楔形石器 黒耀石 3.8 3.8 1. 9 30 旧石器時代後期

144 788 DE-12・13 II スクレイパー チャート 3.4 3.1 1.4 21 旧石器時代後期

145 712 DE-12・13 JI スクレイパー チャート 1. 9 1.4 0.4 2 旧石器時代後期
阻5

剥 片 黒耀石 旧石器時代後期 作業面調整翡片146 627 DE-12・13 II 1.1 1.1 0.2 0.2 

147 684 DE-12・13 II 石核 黒耀石 1. 6 2.0 2.7 6 旧石器時代終末期

148 797 DE-12・13 II 細石刃 朽耀籠賄 0.9 0.7 0.2 0.1 旧石器時代終末期

149 645 DE-12・13 II 細石刃 ガう入籠飩 0.6 0.6 0.1 0.1 旧石器時代終末期

2. 旧石器時代の遺構（第40-42図）

旧石器時代の遺構は， G-8区で竪穴状の士坑が 2基検出された。第41図の SK-9, SK-10 

がそれである。 SK-9は長軸を東西方向に向け，大きさは長軸が1.8m, 短軸が1.7 mありはぱ

隅丸方形を呈す。遺物はスクレイパー，台形石器 3個出土した。図42の127はスクレイパーで一部

自然面を残す。長辺の一靖を細かく剥離している。石材は頁岩である。 128-130は台形石器である。

128は図44の138と同じく細長い形を呈する台形石器である。左側縁部と右側基部付近に調整がな

されている。石材は頁岩である。 129は素材剥片のバルブ裏側の面取り調整を行い，また素材剥片

下端部を調整しそれらを台形石器の両側辺にしている。形はやや撥状を呈す。石材は頁岩である。

130は小型の台形石器で，石材は黒色で良質の黒耀石Aである。素材となる剥片は自然面が残され，

剥離された一端を刃部にし，両側辺を調整している。 SK-10は，長軸を南北方向に向け，大きさ

は長軸が1.7 m, 短軸が1.4mありほぽ梼円形を呈す。床面には 2つの直径約13cmの Pitが検出さ

れた。遺物は頁岩製の剥片が 2片出土したが，図化できなかった。

平成 8年度 遺構内出土遺物一覧表

図 釆田でロ「鍔 出土区 器種 石材 予~m5 幅
7cml 

重量 年 代 備考(cm) (g) 

127 1 SK-9 スクレイパー 頁岩 2.9 3.5 0.9 12 旧石器時代後期

128 2 SK-9 台形石器 頁岩 2.2 1.1 0.5 2 旧石器時代後期
42 

129 3 SK-9 台形石器 頁岩 2.3 1. 9 0.4 2 旧石器時代後期

130 4 SK-9 台形石器 黒耀石 1. 6 1. 5 0.6 1.8 旧石器時代後期
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第43図 旧石器時代遺物分布図
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第44図 旧石器時代出土遺物（一）

第3節縄文時代（第49図）

縄文時代の遺物は，暗茶褐色土層上部より出土した。遺物の分布は， E-9区-D-13区までに

確認された。時期的には土器の年代から，縄文時代早期に該当する。以下，遺物・遺構について説

明したいと思う。

1. 縄文時代の遺物（第46-48図）

150-153は表面採集遺物である。石材は， 150・151・153が黒耀石である。しかし， 150・151は灰色
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第46図表面採集遺物（縄文）

の強い黒耀石で，ガラス質流紋岩とした黒耀石よりも黒みが強い。これは黒耀石Cである。 153は

黒色で良質の黒耀石Aである。 152は蛋白石である。 154-160は剥片である。石材は154-156が黒

耀石Bで， 157-160は黒耀石Aである。 161-164は打製の石鏃である。すべて石材は黒耀石Aであ

る。 164は形が五角形をしており，縄文時代晩期の石角形鏃であろう。 165は磨製の石鏃で，半分が

欠損している。全体によく研磨されている。時代的には縄文時代から弥生時代までが考えられる。

石材は頁岩である。 166-167は磨石である。 166は一端が敲打により破損している。 167は半分が欠

損している。 168は敲石である。

2. 縄文時代の遺構（第50図）

平成 8年度の調査では，縄文時代の遺構は集石遺構が 1基のみである。堀り込みは無く，約 1m 

にもみたない集石である。付近から貝殻条痕文土器が出土しており，縄文時代早期の遺構であると

思われる。
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第47図 縄文時代出土遺物(-)

平成 8年度 縄文時代出土選物一覧表

図 番号 遺物
出土区 層 器 種 石 材 巳 幅 巴重量 年 代 備考番号 (cm) (g) 

150 表 D-13・14 表 石鏃 黒耀石 1. 9 1.4 0.3 0.8 縄文時代早期

151 表 G-8 表 石鏃 黒耀石 2.3 1. 9 0.4 2 縄文時代早期
46 

表 (1. 3) 152 G-8 表 石鏃 蛋白石 2.6 0.3 0.8 縄文時代早期

153 表 D-13・14 表 石鏃 黒耀石 2.5 (l. 2) 0.4 1 縄文時代早期

47 154 764 DE-12・13 II 剥片 柄耀隷昔 5.5 2.8 1. 2 12 縄文時代早期 石核
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第49図 縄文時代遺物分布図
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155 767 DE-12・13 ]I 剥 片 が杖籠杖昔 4.2 2.3 0.9 6 縄文時代早期

156 629 DE-12・13 II 剥 片 朽入貨紋晋 3.4 2.7 0.9 6 縄文時代早期

157 898 D-11 II 剥 片 黒耀石 2.2 1. 8 0.6 3 縄文時代早期 石核

158 746 DE-12・13 II 剥 片 黒耀石 2.4 0.9 0.4 0.8 縄文時代早期

159 752 DE-12・13 II 剥 片 黒耀石 1.0 1. 0 0.3 0.2 縄文時代早期

47 160 745 DE-12・13 II 剥 片 黒耀石 1. 3 1.1 0.2 0.1 縄文時代早期 作業面調整

161 945 E-9 II 石鏃 黒耀石 2.0 1.6 0.2 l 縄文時代早期

162 773 DE-12・13 II 石鏃 黒耀石 1. 7 1. 5 0.3 0.7 縄文時代早期 完形

163 955 F-11 ill 石鏃 黒耀石 1. 5 1.4 0.4 1 縄文時代早期 完形

164 930 E-10 II 石鏃 黒耀石 1. 6 1.1 0.4 0.7 縄文時代晩期？ 完形

165 916 D-11 II 磨製石鏃 頁岩 (1. 6) 1. 6 0.2 0.9 弥生時代？ 欠損

166 690 DE-12・13 JI 磨石甑石 安山岩 8.6 7.6 6.7 540 縄文時代早期 完形

48 167 705 DE-12・13 II 敲石 安山岩 7.9 5.4 (4. 4) 241 縄文時代早期 欠損

168 711 DE-12・13 II 敲石 安山岩 5.9 5.3 3.8 153 縄文時代早期 完形

第 4節上城詰城跡時代（第51-62図）

平成 8年度の調資では 7年度に確認された堀切（堀切 1) の外に，もう一つの堀切（堀切 2) が

検出された。また，土坑や Pit等も多く検出された。以下，遺物・遺構ごとに説明したいと思う。

1 • 表面採集遺物（第51図）

169-171はE-11区からの表面採集遺物である。他にもここには図化できず掲載してないが，滑

石製の石鍋の破片が数点採集されている。 169は玉縁口縁白磁碗で，口径は18.7cmを計る。やや黄

色味を帯びた釉薬がかかり，釉垂れも見受けられる。 170-171は土師器である。171は底部切離し

は糸切りで，口径9.5cm, 器高1.5cm, 底径8.0cmを計る。 171は，底部は糸切りである。口径は

7. 5cm, 器高1.3cm, 底径5.9cmを計り， SK-12から出土した土師器小皿の法量と酷似し，口縁部

の特徴も同じで同一時期のものと思われる。

2. 中世の出土遺物（第52図）

中世の遺物は，暗茶褐色土層上部の黒色土層を包含層とする。 172はF-8区から出土したもの

で，玉縁口縁白磁碗である。口径は18.7cmである。 173もF-8区から出土したもので，端反白磁

碗である。口径は12.2cmである。174は青磁碗で，火を受けて釉薬が消失している 。175はF-9区

からの出土で，白磁碗である。内面に通称猫掻と呼ばれる櫛掻文が施文されている。 176はF-8

区からの出土で，土師器碗の底部破片である。高台は断面三角状で，短く外に開く。 177はD-11

区からの出土で，内黒土師器である。口縁部は若干内彎気味である。 178はF-8区から出土した

もので，土師器の碗の底部破片である。高台は短く，断面三角である。 179はE-11区からの出土

で， 土師器の口縁部破片である。やや外反気味で焼成は良好である。口径は12.2cmである。 180は，

D-11区からの出土で，土師器小皿である。底部切離しは糸切りで，ナデ調整をしている。口縁部
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第50図 縄文時代の集石遺構

は内彎気味で，胴部に一段の稜線が入る。 181は同じく D-11区からの出土で，土師器の口縁部破

片である。口唇部が外反気味にな っている。口径は10.5cmである。 182はD-12区からの出土で，

火縄銃の玉である。直径約 1cmで，材質はその重さから鉛であると思われる。その大きさから二匁

（約 7g) の玉を使用する火縄銃が想定できる。この二匁の玉を使用する火縄銃は， 実戦向きで戦

いに多く使用されている。壬は検出時に多少傷を受け掻落しており，現在は約 4g程度である。
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第51図 表面採集遺物（中世）

中世の出土遺物一覧表

図 番号
遺物

出土区 層 種別 器種 閃 門 益P(口cm古匡) 年 代 備 考
番号

169 表 E-11 表 白 磁 碗 18.7 12~13世紀 玉縁口縁

51 170 表 E-11 表 土 師器 小皿 9.5 8.0 1.5 

171 表 E-11 表 土 師器 小 皿 7.5 5.9 1. 3 

172 858 F-8 II 白 磁 15.6 12-13世紀 玉縁口縁

173 860 F-8 II 白 磁 12.2 12-13世紀 D縁部・立器反

174 855 F-8 II 青 磁 9.3 口紋龍火を受けている

175 847 F-9 Il 白 磁 12-13世紀

176 856 F-8 II 土 師器 6.8 内黒？

52 177 917 D-11 Il 土師器 12.3 内黒

178 859 F-8 Il 土師器 5.0 底部

179 953 E-11 II 土師器 12.2 口縁部

180 918 D-11 JI 土師器 7.0 4.7 l. 6 底部ナデ調整

181 924 D-11 Il 土 師器 10.5 口緑部

182 D-12 II 火縄銃玉 鉛 16世紀

3. 堀切 1 (第55図）

堀切 1はGH-6区に台地を横断する状態で構築されている（第52図）。幅約 6m, 検出できた

長さ約15mである。断面の観察から，堀の内部に 2条の箱堀があったようである。堀切の最終的な
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立上り手前には，小さな溝が掘られている。堀切の西側では階段上の浅い段が確認できた。これが

添え廓への通路としての機能も持ち合わせていたものなのか分からない。また堀切の南側辺に二個

の土坑があり，焼けた礫が数点確認できた。吊橋の土台となるものなのかもしれない。

堀切 1からの出土遺物（第56-57図）は，縄文時代から中世の遺物が検出できた。 183は磨石と

敲石の併用 タイプで，側面に敲きの痕跡が残る 。堀切 1は， GH-6区にあり，付近では縄文時代

早期の遺物が検出されており ，恐 らく 縄文時代早期の遺物であろ う。184も縄文時代早期の遺物で，

磨石と敲石の併用タイプである。両面とも使用により良く研磨されている。側辺部は敲きにより剥

離が確認で きる。185は小型の石斧で，基部や側辺部を整形した後，研磨により調整している 。石

材は頁岩である。 186は内黒土師器で，口径は11.3cmである。口縁部は内彎気味で，器壁は薄い。

187は陶器製で，壷であろう 。188は土師器の杯底部で，切離しは糸切りである。焼成は悪く， SK

-12・P 1の遺物と酷似している。 189-192も土師器杯底部である。 189も188と同じく， SK-

12・P 1の遺物と酷似している。190・191は焼成は悪く， 器壁は厚い。 192は190と同一個体ではな

いかと思われる。胴部に一段の稜線が認められる 。193は土師器底部であるが，小さい高台が付く 。

高台は断面三角状を呈し，短く外に開く。 194は，弥生時代の土器底部と思われる。

堀切内出土遺物（石器）

図 番号
遺物

出土区 層 器種 石材 臼 幅 閃rn~ 重最
年 代 備考番号 (cm) (g) 

183 816 堀切ーl 磨石•敲石 安山岩 10.6 8.0 3.2 440 縄文時代早期

56 184 826 堀切— l 磨石•敲石 砂岩 7.2 7.5 3.5 290 縄文時代早期

185 820 堀切ー1 石 斧 頁岩 8.0 4.0 1.4 62 縄文時代早期

堀切内出土遺物（土器）

図 番号
遺物

出土区 層 種 別 器種 讐 應げ 門喜 年代 備考番号

186 811 堀切— l 土 師器 碗 11. 3 

187 842 堀切—l 陶 器 亜ギ 7.3 

188 824 掘切—l 土師器 杯 10.1 

189 821 掘切—l 土師器 杯 5.5 

57 190 841 掘切ー1 土師器 杯 7.1 

191 810 掘切— l 土師器 坪 6.4 

192 815 掘切ー1 土師器 杯 8.3 糸切り

193 829 掘切ー1 土 師器 高台付杯 7.1 

194 833 掘切— l 弥生土器 16.5 弥生時代中期 底部

4. 堀切 2(第58図）

堀切 2は，検出できた堀切の一番北側に位置し，幅約3.5m, 長さ約8.5mある。断面の形状は

V字状で薬研堀である。 遺物等は検出されなかった。
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36.630rn 36.690 m 

一第62図 中世の遺物出土分布図

6. その他の遺構（第59-62図）

S K-13は，浅く掘られた土坑状の遺構の中に直径約20cmのが 3つと，約30cmのが 1つ検出さ

れた。 SK-14は，浅い窪み状の土坑中に内黒土師器が検出された。状の窪みも幾つか検出され

たが，何の目的の遺構であるかは不明。 SK-15は，長径約1.45m, 短径約 1mの土坑で， 一方が

深くなっているタイプの士坑である。中からは土師器が検出された。 SK-16は，長径約90cm, 短

径約40cmの土坑中に， が付くタイプである 。土師器が検出されている。 SK-17は，長径約

1.30m, 短径約70cmの土坑で，黒耀石破片が 1点出土したが混入したものであろう 。

第 5節小結

く旧石器時代〉

平成 8年度の調査区では旧石器時代の遺構が確認された。シラス上部腐食土が旧石器時代の包含

層に該当する。遺物としてはナイフ，台形石器などが検出された。遺構は SK-9が長径が約

1. 78mで，短径が約1.69mである。遺構内よりスクレイパーが 1点，台形石器が 3点出土している。

S K-10が長径が約1.73mで，短径が約1.35mである。出土遺物は無かった。しかし，床面に直径

約13cmと9cmのが 2つ検出された。埋土を観察する限り，長時間かけて埋まった事が見て取れる。

その点から墓の可能性は少ないと考えられる。また，最近見つかっている狩猟としての落とし穴と

も形態が異なる。※ 1今後の類例を待つしかない。
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〈縄文時代〉

縄文時代の遺構遺物は， D-12・13区で主に検出された。遺物は縄文時代早期で，新東晃ー氏の

言 う前平式土器である。※ 2すべて円筒形で角筒は検出できなかった。また，磨製の石鏃が出土し

たが弥生時代の可能性もある。遺構は集石遺構が 1基検出された。掘り込みは無く，まばらであっ

〈上城詰城時代〉

平成 8年度の調査区は，詰城の北側部分にあたり，堀切や土坑などの遺構が確認できた。堀切は

2基検出でき，箱堀，薬研堀と種類の異なる堀切の確認ができた。特に堀切 1は， 2条の堀切が重

なって構築されており，防御を増していたことが分かった。また， D-12区では，県内の山城で初

めて火縄銃の王が検出された。鉄砲は大龍寺南浦文之玄昌の記した「鉄砲記」によると，天文12年

(1543年）に，種子島へ漂羞したポルトガル商船に乗っていたポルトガル人から種子島時尭が譲り

受けたとされている。この時譲り受けた鉄砲を見本に，直ぐ様製造に取りかかり種子島銃を開発し

た。この種子島銃が実戦で使用されたのは一体何時からなのであろうか。鹿児島県史料旧記雑録前

編二2629によると，天文18年 (1549年）加治木城にいた肝付兼演方から対峙していた伺集院忠朗方

ヘ弓矢とともに火縄銃が放たれたことが記されている。鉄砲伝来から 6年後のことである。肝付氏

本家は，大隅半島の最大領主であり，種子島は大隅に属している点から火縄銃をいち早く入手でき

た可能性が考えられる。さて，そこで上城詰城跡で出土した玉は誰が使用したのであろうか。市来

氏は寛正 3年 (1462年）つまり， 15世紀中頃には島津氏により滅ぽされており火縄銃を使用した可

能性はないであろう。その後市来は島津家の直轄地となり地頭が治めている 。その後島津が三小1,1統

ーに乗り出すが，市来周辺の戦いはない。上城詰城跡は15世紀までの遺物は多いが， 16世紀の遺物

は 2点である。そのことから上城詰城跡は市来氏関係者の山城であり， 15世紀の中頃には廃城にな

った可能性が高い。市来氏の分家の河上氏は，市来氏が滅亡された後も所領を安堵されている。河

上名主職と名乗る事や，所領安堵の書状に出てくる場所が河上周辺が多く，上城詰城跡が河上氏の

山城であった可能性は低い。では誰が撃った玉なのか。時代が下り，島津氏は，九州制覇に乗り出

し，ほぼその全部を制覇したが，豊臣秀吉が九州征伐に向かうと島津に降った諸城が寝返り，島津

は撤退を余儀なくされる 。そして天正15年 (1587年） 5月頃，川内へ秀吉軍が入ってきた。そして

東市来まで秀吉軍の一部が入り，破壊行為を行なったという。このように，秀吉軍の破壊行動の中

で火縄銃が使用された可能性も考えられよう 。

（参考引用文献）

1982『市来町郷上誌』市来町郷土誌史料編纂委員

1993『鉄砲伝来450年』「種子島銃の合戦での使用」三木靖

1996『考古学と自然科学第33号』「城廓の調査における物理探査の適用」小林恵他

1996『黎明館調壺研究報告第10集』「鉄砲伝来についてのニ・三の考察」濱田利安

※註 1 埋蔵文化財センタ一宮田栄二氏ご教示。

註 2 新東晃ー氏の編年による。
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第 8章 平成 9年度全面発掘調査

第 1節 平成 9年度の調査の経過

平成 7年度を皮切りに約 5ケ年の計画で発掘調査を実施することになり，平成 9年度で 3年目に

なる。

平成 9年度は，前年度までの未調査区を中心に調査を平成 9年 9月18日から平成10年 3月18日ま

で行なった。

第 2節 発掘調査の組織

調査主体者

調査責任者

調査庶務

ク

ク

ケ

調査担当

ヶ

市来町教育委員会

// 

ヶ

ク

ク

ク

教育長

社会教育課長

社会教育係長

派遣社会教育主事

社会教育課主事

社会教育課主査

社会教育課主事

松崎

宇都

吉田

宮司

芹ケ野

新町

西久保

隆

裕

和

幸

敏

孝

雄

史

弘

淑

正

彦

指導助言者（敬称略）

福岡県教育庁文化課 橋口達也氏

太宰府市教育委員会文化財課山本 信夫氏

兵庫県中町教育委員会管理課宮原文隆氏

鹿児島県教育庁文化財課 鹿児島県立埋蔵文化財センター

九州歴史資料館調査課

熊本市教育委員会文化課

横田賢次郎

美濃口雅朗

氏

氏

第 3節 調査の概要

咋年度，調査を行なったD・E-10・11・12区の調査を引き続き行い，また，昨年度までの調査

区B-1・C-2区にトレンチを任意で 2つ設定し，下層の確認の確認を行なった。

その後，未調査地域に調査区L·M·N•0-1·2·3 区を設定し，調査を行なった。平成 9

年度の調査面積は1,500面であった。

第6章の掲載は， L・M・N・0-1・2・3区の調査分である。

発掘調査は平成 9年 9月18日～平成10年 3月18日まで行われ，その経過については日誌抄をもっ

てかえる。
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［日誌抄l
9月18日-19日 現場入り口道・プレハブ周辺整備

E-10・11区掘り下げ

9月22日-26日 D-10・E-10・11区掘り下げ

9月29日-10月3日 D-10・E-10・11区掘り下げ

10月6B 

10月13日-15日

10月21日-24日

10月27日-29日

11月5日-6日

11月10日-14日

11月17日-18日

11月25日-28日

12月1日-5日

12月8日-12日

12月15日-19日

1月8日-9日

1月12日-16日

1月19日-22日

1月268-30日

2月 2日-6日

2月16日-20日

2月23日-26日

3月 2日-6日

G-7·F•G-8·9 区遺物取り上げNo845-890

E-10・11区掘り下げ

D・E -10・11・12区掘り下げ・

E・F -9・D・E-10・11・F -11遺物取り上げNo891-950

D・E -10・11・12区掘り下げ・精査，遺構検出

堀切精査・写真撮影

A・B・C・D-1・2・3区除草 トレンチ設定

D・E -10・D-11・12区遺物取り上げNo951-955

B-1・C-2区トレンチ掘り下げ

B-1・C-2区トレンチ掘り下げ

B-1・C-2区トレンチ掘り下げ

L・M・N・0-1・2・3区伐採・重機による表土剥ぎ

L・M-1・2区掘り下げ N-2・3区重機作業

M・N-1・2・3区掘り下げ

M・N-2・3区掘り下げ

L・M-2・3区遺物取り上げNo956-l, 100 

M・N-2・3区掘り下げ

L・M・N-2・3区遺物取り上げNol,101-1,256

M・N-2・3区掘り下げ

M・N-2・3区掘り下げ

M・N-2・3区掘り下げ

M・N-2・3区掘り下げ

M・N-1・2・3区遺物取り上げNol,257-1,373

M・N-2・3区掘り下げ

L・M・N-1・2・3区精査・遺構検出

M·N•0-2·3 区掘り下げ

L・M・N-1・2・3区遺構検出

N・0-1・2・3区重機による表上剥ぎ

N・0-2・3区掘り下げ・重機による表土剥ぎ

M・N・0-2区遺物取り上げNol,374-1, 411 

N・0-2・3区掘り下げ

M·N•0-1·2·3 区遺物取り上げNol,412-1, 420 

L・M・N・0-1・2・3区精査航空写真撮影

遺物資料調査 (4日-6日）
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3月9日-13日

3月16日-18日

第 4節出土遺構

N・0-2・3区掘り下げ遺物整理

遺物整理

L・M・N・0-1・2・3区では， 96の柱穴と溝状遺構が検出された，柱穴から土師器の小片

等が出土し，柱穴の時期は城の築城時期と同時期であると思われる。柱穴の配置から，掘立柱建物

が 1軒以上あったものと思われる。溝状遺構からは，遺物の出土がなく時代の確認はできなかった。
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第 5節出土遺物

出土遺物は， II層を包含層とし約460点で，土師器を中心とし，そのほか土器，石器，白磁等が

出土している。層の違いによる時期の区分はできなかった。また，磨滅の激しい物や，小片が多く，

図化出来たものは少数であった。

1. 土器

土器は195-203で，いずれも胴部破片である。 195は横位に貝殻による条痕文を施されている。

196-199は押型文土器で， 196・197は山型の押型文が施されている。 200は数条の並行沈線が斜位

に施されている。 201-203は磨滅が激しく器面の調整がはっきりしない。

2. 石器

石器は204-211の 8点である。 204・205は黒耀石製の石刃である。 206・207は黒耀石のフレイク

である。 204-206の黒曜石は樋脇町上牛鼻系のものと思われる。 207の黒曜石はグレ一色をしたも

のである。 208は黒耀石製のスクレイパーである。 209は針質安山岩製の石鏃である。 210・211は磨

石で， 210は安山岩製である。

3. 土師 器

212-219は皿で，口縁直径7.4-8.4cm, 底部直径6.0-7.0cm, 高さ0.9-l.4cmを測り，底部切離

しは糸切りである。 220-223は杯で， 220は口縁直径12.3cm, 底部直径9.8cm, 高さ2.6cm, 221はロ

縁直径11.4cm, 底部直径10.3cm, 高さ2.7cmを測り，底部切り離しは糸切りである。

222・223は深い杯で，底部切り離しは糸切りである。 223は口縁直径11.9cm, 底部直径5.4cm, 高

さ5.4cmを測る。 224は低い高台を貼り付けたものである。

4. 黒色土器

226は黒色土器で，内側だけ黒くなったもの（内黒土師器）の碗で，内弯する体部が，口縁部で

わずかに外反する。

5. 須 恵 器

須恵器は碗・ 壺．甕が出土した。 227は碗である。口縁直径11.4cmを測り，色調は灰褐色で，東

播系に類するものであると思われる。口縁部には一部自然釉状のものがみられる。

228は壺の胴部で，外面に平行線状の叩きが見られる。

229は甕の底部で，底部直径22.8cmを測り，外面に格子目の叩き，内面に板状圧痕が見られる。

外面の格子目は底部付近でズレが見られ，一部はヘラで削った痕が見られる。また，破片の割れ口

の胎土は筋状に重なっている。異なる点が見られるが，熊本県樺番丈窯のものであると思われる。
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6. 磁器

磁器は白磁の皿・碗・合子（蓋）が出土した。 230は皿で，口縁直径11.0cm, 底部直径5.6cm, 高

さ3.1cmを測る。 231は碗で，口縁直径14.4cm,底部直径5.2cm, 高さ8.2cmを測る。 230・231は口縁

部の釉がかきとられる口はげ口縁のものである。 232は合子の蓋で，中国福建省一帯で作られたも

のではないかと思われるが産地は不明である。

7. 石製品

233・234は滑石製石鍋である。 233は復元口径は29.8cmを測り，器面には 2次加工の物と思われ

る縦位のノミ痕，破片断面には 2条のスジ状の加工痕が見られる。 234は器面に煤が付着している。

235は滑石製の石錘状製品である。
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第12表 出土土器一覧表

図 番号
遺物

層 益ロロ 種 部 位 調（外整） 調（内整） 色調 備 考番号
I 

195 1113 II 深 鉢 胴 部 貝殻条痕 ナ デ 暗赤褐色

196 1257 II 深 鉢 胴 部 山型押型 ナ デ 暗茶褐色

197 1404 II 深 鉢 胴 部 山型押型 ナ デ 淡赤褐色

198 1288 II 深 鉢 胴 部 ナ デ 暗茶褐色

65 199 1329 II 、（、木元 鉢 胴 部 ナ デ 暗茶褐色

200 1238 II 深 鉢 胴 部 条 痕 ナ デ 淡茶褐色

201 1281 II 深 鉢 胴 部 ナ デ 淡茶褐色

202 1332 II 、（、木元 鉢 胴 部 ナ デ 淡茶褐色

203 1030 II 深 鉢 胴 部 ナ デ 淡茶褐色

第13表 出土石器一覧表

図 番号
遣物

層 器 種 石材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 備 考番号

204 1286 II 石 刃 黒 曜石 2.4 1. 4 0.7 

205 1374 II 石 刃 黒 曜 石 1.1 0.9 0.3 

206 1067 II フレイク 黒 曜 石 3.9 3.0 1.0 
66 

207 1376 II フレイク 黒 曜石 3.7 2.1 0.7 

208 1413 II スクレイパー 黒 曜石 3.3 l. 6 0.8 

209 1335 II 石 鏃 針質安山岩 2.7 1. 2 0.3 

210 1420 II 磨 石 安 山 岩 9.0 6.5 3.3 
67 

安211 1193 II 磨 石 山 岩 14.5 7.1 6.0 

第14表 出土黒色土器一覧表

図 1番号 1雷胃！層1 器 種

69 I 226 I ms I II I 碗

部位 整
）内

調
（

整
）J
 

夕
調
（ 色調 備 考

口縁～底部 Iナ デ 1ナ デ l黒 ・黄灰色
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第15表 出土土師器一覧表

図 番号
遺物

層 器 種 部位 調（外整） 調（内整） 色調 備 考
番号

212 1206 II 皿 ナ デ ナ デ 淡赤褐色

213 1203 I1 皿 ナ デ ナ デ 赤褐色

214 1201 II 皿 ナ デ ナ デ 淡赤褐色

215 1192 II 皿 ナ デ ナ デ 赤褐色

216 1205 JI 皿 ナ デ ナ フ――̀  淡赤褐色
68 

淡赤褐色217 1216 Il 皿 ナ デ ナ デ

218 1210 II 皿 ナ デ ナ デ 赤褐色

219 1373 II 皿 ナ フー―・ ナ デ 黄灰色

220 1209 II 杯 ナ デ ナ デ 淡赤褐色

221 1159 II 杯 ナ デ ナ デ 黄灰色

222 1125 II 坪 ナ デ ナ デ 黄灰色

223 1117 Il 坪 ナ デ ナ デ 赤褐色
69 

碗 底224 964 TI 部 ナ デ ナ デ 黄灰 色

225 1344 II 底 部 ナ デ ナ デ 赤褐色

第16表 出土須恵器一覧表

図 番号
遺物

層 器種 部位 調（外整） 調（内整） 色調 備 考
番号

227 1207外 II 碗 口縁部 ナ フ—―• ナ デ 灰褐色

70 228 1338 II 空-==- 胴 部 平行線状 ナ デ 茶褐色

229 1372 II 甕 底 部 格子目 ナ フ-―, 灰褐色

第17表 出土磁器一覧表

図 番号
遺物 層 器種 部 位 備 考
番号

230 1200 II 皿

71 231 1091 II 碗 口縁～底部

232 1191 JI 芸rm 合子

第18表 出土石製品一覧表

図 番号
遺物 層 器種 石 材 備 考
番号

233 1199 II 石 鍋 滑 石 2次加工

72 234 1406 II 石 鍋 滑 石

235 1401 JI 石 錘 滑 石
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第 6節 小結

L・M・N・0-1・2・3区はD・E-10・11・12区などの他の区に比べて標高が10メートル

程低い地点である。調査の結果，最上部の台地側斜面は， L・M・N・0-1区となるが削平され

て，包含層は残っていなかった。

遺構は中世の柱穴が96, 時期不明の溝状遺構が 1つ確認された。柱穴の配置から，掘立柱建物が

1軒以上あったものと思われる。

出土遺物は縄文時代の押型文士器・石鏃など含まれているが，層位の違いは確認出来ず，包含層

は中世のものであると思われる。中懺の遺物は11世紀の内黒土師器などと， 13世紀後半から14世紀

初頭にかけての白磁・青磁・ 須恵器が出土しているが，上師器は13世紀後半と思われるものが多く，

時期的には13祉紀後半であると思われる。

《参考引用文献》

漉児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(28)

『成岡・西ノ原・上ノ原遺跡』鹿児島県教育委員会， 1983年

鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(7)

『西免．栢場・山神・曲迫・桑ノ丸遺跡』鹿児島県教育委員会， 1977年

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(18)

『牛之原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター， 1996年

市来町埋蔵文化財発掘調杏報告書(6)

『落シ平・瀧之段・オ野ヶ原遺跡』市来町教育委員会， 1999年
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第 9章ま と め

第 1節上城詰城跡について

1 • 土師器の分類

土師器は，平成 5年度・ 7年度から 8年度までの調査で出土した遺物を使用した。そのほとんど

が詰城部分からの出土である。詰城はその機能上から遺物が少ないので，できる限り実測を行なっ

た。その為，多少計測のずれが生じる恐れは否めない。士師器は主に，口縁部の傾き，胴部の張り

底部の切離しや調整などの器形と，焼成具合，内面や器面の調整，口径底径の比，器壁の厚さなど

を観察し，分類を試みた。その結呆，土師器は杯が4分類 7細分，小皿を 5分類 7細分に分けられ

た。

J不I類は SK-12から出土した一括資料である。口径は13.7cm-14.2cmの範囲にあり，底部径は

5. 5cm -7. 3cm の範囲にある。口径に比べ底径が狭く，底部からはなだらかに立ち上り胴音〖中央で屈

曲する。焼成はあまり良くない。更に ab cの3つに細分され， aは器壁が厚いタイプのもの。 b

はaに比べ薄いもの。 Cは器高が低いものである。

杯 II類は平成 9年度の調査で主に，鏑連弁文青磁碗と共伴して出土したものである。口径は

11. 6cm-12.4cmの範囲にあり，底部径は 9.7cm-l0.2cmの範囲にある。器高は2.2cm-2. 6cmである。

口径と底径の差が少なく，器高も低くなっている。底部角はなだらかではなくしつかりとしており，

胴部は緩やかに湾皿し， D縁部は少々内彎気味になるものである。

杯III類は FG-1区からの出土で，主に14-15世紀代の青磁と共伴して出土した土師器である。

口縁部は確認できず， D径は計測できなかった。底径は 8.8cmで，底部角が少々出っ張り，立上り

には一段の稜線が認められ胴部は丸く彎曲気味になる。焼成は良好である。

杯w類は器壁が薄く硬質，要するに焼成の良い土師器で， D縁部が外反気味の aと，内彎気味の

bとに細分される。このW類は上城部分からも出土している。

小皿 I類は SK-12から出土した一括資料である。口径は7. 2cm -8 . 7 cmの範囲にあり，底部径は

5. 3cm -6. 3cmの範囲にある。器高は0.9cm-l. 7cmである。 NolOを除けば口径は7.2cm-7.6cmの範囲

にあり，底部径は5.3cm -5. 9cmの範囲にある。器高は0.9cm -1. 2cmである。要するにNolOだけ少々

大きめであると言える。これを ab cの 3つに細分した。 aは底部角がなだらかで， D縁部は外向

である。他のものと比べて少々大きめであるのが特徴である。 bは底部角がなだらかで，口唇部が

外反気味になる。 Cは底部角がなだらかで，そのまま外向するものである。

小皿 II類は平成 9年度調査分の土師器である。杯II類と共伴する。口縁部形態も同様の傾向を示

す。この土師謡は (a)厚手のものと (b)薄手のものの 2つに細分される。

小皿III類は詰城の FG-1区並びにから検出された土師器である。焼成は良く，底部角が出っ

張っており，口縁部端は，外反している。口径は6.8cm -7. 6cmの範囲にあり，底部径は5.9cm出土

した区である。小皿III類は (a) D縁部が薄めのものと (b)厚手のものとに細分される。
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出土した区である。小皿皿類は (a) 口縁部が薄めのものと (b)厚手のものとに細分される。

小皿N類は詰城の FG-1区からの出土である。他の土師器に比べで焼成が良く，硬質で薄手の

土師器である。内面中央部がナデにより盛り上がる。底部角はシャープである。

2. 年代について

上城詰城跡から出土 した土師器について，器形や口緑部の特徴，法量，また土師器と共伴した陶

磁器や太宰府編年を参考に推察してみたいと思う 。上城詰城跡から出土した陶磁器やその他の遺物

よりその大部分が， 12世紀から15世紀の土師器に限定され，底部切離しが糸切りである点も考慮さ

れよう。 SK-12からは一括資料として杯 7点，小皿 4点出土し，すべて底部切離しが糸切りで，

その内の杯の一つが耳坪風である。土師器は共通の特徴が認められ，その出土状態も重なったり伏

せて置かれており特殊な状態で検出された。恐らくは祭祀遺構であると考えられる。検出された土

師器の内 1点が耳が付く土師器で，これは奈良平安時代より見受けられ，その用途は箸置きとも考

えられている。この耳付きの土師器は，糸切り底の土師器で若干例があるが， 13世紀まで遡れない。

上城詰城跡から出土した土師器は完璧な耳1II1と言えず，模したものと考える。また土師器の口径も

13.7cm程度であり，大きめである。これを太宰府編年に添って照らしてみると器高は若干上城詰城

跡の土師器が高めであるが， 12世紀中葉から13世紀初めのものと符合する。それに比べ底径は狭い。

また器壁が厚く，焼成が悪いのが特徴である。これは南九州独自のスタイルなのかもしれない。故

に一括資料である杯 I類と小皿 I類を12枇紀中頃から13世紀初頭と推定した。杯 II類と小皿 II類は

口縁部形態が極めて酷似しており，同地区より出土したことから同時期の物であることがわかって

いる。この平成 9年度の調査区では， 13世紀中葉から13世紀後半の鏑連弁文青磁碗や13世紀後半の

東播磨系須恵器・ロ禿白磁碗が出土している。杯 II類と小皿II類は，恐らくこれらの青磁白磁と同

時期と考えられよう 。杯皿類と小皿III類は，主に FG-1区から出土したものである。FG-1区

からは14世紀から15世紀の青磁盤や雷文青磁碗が数多く出土しており，杯III類と小皿III類はこれら

の青磁と同時期のものと思われる。 t不W類と小皿w類も FG-1区から出土しているが， III類のも

のと比べで焼きが良く，薄手である。恐ら<III類よりも後出のものと思われる。

以上まとめてみると下記の通りになるものと考えられる。あくまで上城詰城跡の半分しか調査を

実施しておらず，今後新たな形態の土師器が出土する可能性もあり，且つ出土遺物は詰城部分から

出土したものが多く，廓の性格上出土遺物は少なく破片の実測も小さなものもできるだけ実測した

ため，多少のあいまいさや誤差がある可能性も否定できない。

時間的変遷

時 期 土師器分類 共 伴 遺 物

12世紀中頃から13世紀初頭 杯 I類小皿 I類
ド-----・.・--・-------- ------------------------ ----- --------- --・-----------------------・..'... ___ ,'-.'---

13世紀中葉から13世紀後半 杯 II類小皿 II類 鏑連弁文青磁碗東播磨系須恵器
・・・― --------------------------------------- __ ,,.. -・-------------------------------------------.. --.. --.. -----* ----* ----- • - -------

14世紀から15世紀（古） 杯III類小皿III類 雷文青磁碗青磁盤
-・ ・-● ー-. 鴫~ —~-·-----··- - ---- --------. -------------------------- --------...................... --... -----,., -··-----— 
14世紀から 15世紀（新） 杯w類小皿N類 雷文青磁碗青磁盤
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第 2節市来氏について

市来の名が記録に出てくるのは，健久 8年 (1197) に頼朝の命令によって各地の庄園や所領など

を記録させた健久図田帳（この中の薩摩国の国中惣図田帳）に初めてでてくる。

「市来院百五十町」島津御庄寄郡 院司僧相印

地頭右衛門兵衛尉

院とは租税となる米などを納めていた倉庫で，延暦14年 (795年）までは一郡一院であったが火

災にあったときや，運んでくる不便さなどがあり近隣の郷ではその中央に，不便なところでは郷ご

と置かれるようになった。当時は村は郷に，郷は郡に，郡は国に隷属されており，国には国術があ

って国司が治めていた。郷には郡司がいて管理していた。それが健久 3年 (1192年）に鎌倉幕府は

国には守護を置き，その下に地頭を置き，荘園・公領の警察権，荘園領主・国術の租税を取り立て

る役目を負わせた。市来院地頭職は島津氏が代々受けついている。地頭の下には直接管理する郡司

（院司）がいた。 市来院は寄進地系庄園 （土地を中央高官に寄進し，自分が管理することで不輸不

入の権を獲得した）で，島津御庄寄郡の一つである。市来院司（郡司）は院司僧相印と呼ばれる人

が最初記録に出て、くる。市来町郷土誌によるとこの院司僧相印は大蔵家房としている。大蔵氏は，

市来氏の母方に当たる。ここで市来氏の母方の系図を見てみることにする。

勢至御前く道阿〉→禅師御前（養女）

河上氏系図

大蔵家房

市前御前 〈道阿〉 →平氏女（養女）

市来氏系図

大蔵家房

河上氏系図と市来氏系図とは多少異なるが，法名「道阿」と大蔵家房は婚姻し，子供がいなかっ

たため，養女をもらう。これが市来初代政家の母になる。養女である禅師御前は新田宮執印職，五

大院院主職である国分左衛門尉友成と婚姻し， 2人の子をもうける。政家と家忠である。市来太郎

左衛門尉政家は父国分左衛門尉友成の姓である惟宗姓を名乗ることになる。弟家忠は母方の大蔵姓

を受け継ぐ。政家は寛元 2年 (1244年） 7月19日付けで，養祖母の道阿弥陀仏から市来院郡司職を

譲り受け，同年 8月18日幕府の確認がなされた。橋口次郎大蔵家忠は宝治元年 (1247年） 5月5日

付けで，市来院の内河上名主職を譲り受けた。こうして市来氏・河上氏が市来院を直接統治してい

くことになる。
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第 3節 その後の市来氏・河上氏の動向

1262年（弘長 2年）

1333年

1334年（建武元年）

1336年（建武 3年）

1339年（暦応 2年）

1339年（暦応 2年）

1340年（暦応 3年）

1350年 （観応元年）

二代島津忠義の催促で京都大番役に就く （友成(60)・政家(30))

鎌倉幕府滅亡。

五代島津貞久は後醍醐天皇より市来院名主職に任是られる。

後醍醐天皇は吉野へ落ちる（南朝）

（市来時家く市来鶴丸城〉 • 河上家久は南朝に加勢する。）

後醍醐天皇が吉野で亡くなる。

鎮西深題一色範氏から河上家久へ幕府に味方するよう催促状がくる（市来に

もきたと考えられる。）

市来鶴丸城は落ちる。

足利尊氏の弟直義の養子（直冬）が南朝について，河上家治に（恐らく市来

氏にも）味方するように催促があった。

1353年（文和 2年） （旧記前12467) で，六代島津師久の敵として市来氏家がでてくる。このこ

ろ島津五代貞久は薩摩守護を第二子の師久・大隅を第三子の氏久へ譲る。

1355年 （文和 4年） 市来氏家は島津貞久が引退して住んでいた木牟礼城を攻める。知識（出水城

にいた師久はかけつけ，市来氏は退く。

1355年（文和 4年） 市来氏家は島津貞久所領の櫛木野城を攻める。

1356年（延文元年） 足利二代将軍義詮が島津貞久に市来院地頭職ならびに市来院名主職の確認文

書を出す。

1368年（貞治 6年） 氏久から河上家長へ河上村地頭職安堵の書状。

1372年（応安 5年） 島津師久が渋谷氏や人来院氏，菱刈氏，牛屎氏などに攻められ，志布志の氏

久に救援を求めた。この時，氏久の救援部隊の邪魔だてをしている。

1376年（至徳 2年） 氏久・伊久は犬追物を開催し，市来忠家が招待されている。

1392年（明徳 3年） 南北朝合体。

1395年 （応永 2年） 島津氏久は九州探題今川了俊と結託していた反勢力の渋谷一族を攻める。こ

の時，市来忠家も島津氏に協力。

1400年（応永 7年） 総朴I家島津伊久と奥州1家島津元久が仲違いとなり，市来忠家は伊久に付いた。

4月に元久の軍勢に市来鶴丸城が攻められる。

1410年（応永17年） 第7代島津元久が京都に上っている間に，渋谷一族が元久に反旗をひるがえ

した。

1411年（応永18年） 島津元久• 島津久豊・伊集院頼久と共に市来家親も渋谷攻めに参加。

1411年 （応永18年） 島津元久が亡くなった。後継ぎがいなかったため，伊集院頼久は自分の子を

第 8代大守にさせようとしたが，知らせを聞いた元久の弟である島津久豊が

第 8代大守となる。そして伊集院頼久の企みに対して怒り，攻める。この時

市来家親も参加。

1416年 （応永23年） 島津久豊の犬追物に市来家親が呼ばれる。

1425年（応永32年） 島津久豊が没し，久豊の長子の島津忠国が第 9代大守となる。

1426年（応永33年） 市来家親が島津忠国の犬追物に呼ばれる。
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1441年（嘉吉元年）

1446年（文安 3年）

1448年（文安 5年）

1462年（寛正 3年）

忠国の弟である持久が叛いた。市来久家（家親の子）は持久に味方した。

市来久家が島津忠国の犬追物に呼ばれる 。

忠国と持久が仲直りをする。

市来久家は島津忠国の嫡男の立久に反旗をひるがえす。立久は市来城を攻め

市来久家は敗れた。こうして市来氏は滅亡する。その後，市来の地は島津の

直轄地となり，島津の手の地頭が治めてゆくことになる。河上氏は市来氏滅

亡後も所領安堵されている。

第 4節市来氏の貿易について

太祖李成桂が高麗を滅ほして朝鮮を建国してから南九州との貿易は始められていたが，第 4代の

世宗の代になるとますます増大した。市来町郷土誌によると太祖から第 3代太宗までは無名の貿易

者がかなりいたが，世宗の頃になると，島津・伊集院・市来の 3氏に限られてくるという。李王朝

の「太祖実録」から「世宗実録」にかけてでてくる主な名前は次の通りである。（市来町郷土誌よ

り）

島津伊久 （太祖 4年 4月）

伊集院頼久 （太祖 4年 4月から世宗16年 7月まで13回）

島津元久 （太宗15年12月から世宗 2年12月まで 6回）

久豊 （世宗 5年 1月から世宗 5年10月まで 4回）

貴久 （世宗 5年10月から世宗25年11月まで 8回）

好久 （世宗16年 6月から世宗18年 2月まで 2回）

伊集院常喜 （太宗10年 9月）

為久 （世宗17年 9月から世宗31年 2月まで 7皿）

市来親家 （太宗10年 4月，太宗10年 7月，世宗即位年12月）

久家 （世宗18年 8月，世宗20年 9月）

市来町郷土史によれば市来親家とあるのは家親の誤りであるという。その他「海東諸国紀」によ

ると市来久重・国久，大蔵氏など市来氏の一族がみられる。市来家親の朝鮮に対しての輸出品には

南方産の品が多く，琉球・明との交易が考えられ，こうして手に入れた品の一部を朝鮮との貿易に

使用したと市来町郷土誌では考察している。また，栗林文夫氏は『鹿児島県立埋蔵文化財センター

発掘調査報告書(8)』「針原遺跡」の中で市来貝塚や針原遺跡から出土した滑石製品などから市来・

河上両氏が，肥前やその他の地域と交易をしていたことを指摘している。上城詰城跡では， 12世紀

から15世紀にかけての白磁や青磁器・滑石などが出土しており，この事を如実に物語っている。こ

の市来においてこれだけの海外貿易品を持てるのは市来河上両氏に他ならない。

-126 -



第 5節上城詰城跡の居住者

河上氏の系図によると大蔵氏の初代政房は上城詰城の隣の鍋ケ城に居住していたとされている。

時期は宝亀年間 (770年から780年）で，奈良時代になる。大蔵氏は市来郡司であったということは

先述しているが，奈良時代に山城などは考えられず恐らく院があったのではなかろうか。院を管理

する官術が発展し，城となったと筆者は考察する。また，上城詰城と鍋ケ城はあまりにも近くにあ

り一体の城として機能していたのではなかろうか。市来町郷土誌でも同様な事を指摘している。恐

らく，市来氏初代政家・河上氏初代家忠はここ鍋ケ城で育ったものと考えられよう 。市来氏 3代時

家の頃には市来鶴丸城に居たことはわかっている 。また，市来氏の菩提寺である来迎寺は鍋ケ城・

上城詰城の大里田圃を挟んだ台地にあり，鶴丸城からは遠い位置にあり，鶴丸城へ移る前から来迎

寺はあったものと考えられる。そうしたことから恐らく上城詰城は市来氏の最初の居城の一部であ

ったと考えられよう。
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あとがき

平成 5年に始まった上城詰城跡の発掘調査。私が市来町職員として勤務したのも同じ年である。

平成 5年・ 7-9年と月日は流れ，その中で発掘作業に従事されていた作業員の内，数名の方々は

今この世にいない。目を瞑ると懐かしい笑顔が浮かんでくる。「あたいたちはとしじゃつで，どこ

も働くところがなか。じゃつでありがたか。」「ないな，こや土器じゃっと？」「あたいは毎日が楽

しか今，ここに上城詰城跡発掘調査報告書が出来上がる。整理作業をしていると手にした土器や石

器を誰が見つけたのか思い出してくる。我々市町村では小規模な調査が多いため，出土した遺物が

どこの区で，誰が見つけたかおおよそ覚えているものだ。共に生活しだ懐かしい思い出をしっかり

と刻み，旧石器から現代という歴史に生きた人々の足跡を永遠に伝えてゆきたいと思う。

市来町埋蔵文化財発掘調査報告書(7)

県営農村活性化住環境整備事業大里地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

上 城詰城跡
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